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■加茂の風土記
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　リサイクル推進とごみの減量化を図るため、昨年6月1日より、
七谷、須田、上条の各コミュニティセンター及び加茂市役所の計
4か所にペットボトル回収箱を設置し、拠点回収を開始しました。
　拠点回収実績は、昨年 6月から今年 5月末までの１年間で、回
収量 17.1t、500ml ペットボトルに換算すると約 57 万本になります。また、ボトル
キャップは、1.2t 回収しています。市民の皆さまから集められたペットボトルは大変
きれいに分別されています。ご協力ありがとうございます。
　ペットボトルはこれまで燃えるごみとして清掃センターで焼却処理されてきました
ので、清掃センターの焼却量が年間18t程度減量化されたこととなります。
　令和 4 年 7 月からは、ステーション回収を開始します。なお、現在の拠点回収は継
続し、さらに、勤労者体育センターと下条コミュニティセンターの2か所を増設して、
拠点回収場所は、計 6か所とします。これにより、完全なペットボトル回収体制を築
きさらなる減量化・資源化を目指します。

②ペットボトル分別回収

　牛乳パックなどの紙パックの回収にも取り組んでいます。
　市ではこれまでも市内に回収場所を設置し、紙パックの回収に取り組んでいました
が、ご協力いただいていたスーパー等が自ら回収を行うようになったことから、市の
回収量が減少しました。そこで、昨年の 9 月から、ペットボトルの回収場所を利用し
て紙パックの回収も始めました。また、あそびの広場２か所にも紙パック
回収ボックス（右写真）を設置しています。
　紙パックの回収実績は、令和2年度65kgに対し、令和3年度は290kg
と大幅に増加しました。
　なお、本年7月からは、回収場所は下記の10か所となります。

③紙パックの回収

　加茂市と加茂市・田上町消防衛生保育組合では、循環型社会の実現に向け、市民の
皆さまのサステナブル（持続可能）な行動の定着を図る実証実験として、リユース推進
事業を5月30日ごみゼロの日に合わせ開始しました。この事業は、フリマアプリでお
なじみの株式会社メルカリ様と、同グループ会社の株式会社ソウゾウ様との連携によ
り実施しています。

■「メルカリエコボックス」によるリユース推進モデル事業
　不要だがまだ使える家庭内の不要品をとりあえずとっておく箱「メルカリエコボッ
クス」を無料配布します。「捨てる」という行為から「一旦取っておく」「必要として
いる人に譲る」「あとで売る」という行為へと行動変容を促すことで、「リユース」を
ごみ分別カテゴリーの一つとして定着させることを目的とします。

⑤リユース推進について

　令和4年3月18日、加茂市は、リネットジャパンリサイクル株式会社様と協定を締結し、
宅配便を活用した使用済パソコン・小型家電の回収を開始しました。小型家電にはレア
メタル等の有用な金属が多く含まれていますが、有効に活用されることなく埋め立て処

④パソコンのリサイクル

紙パック拠点回収場所拠点回収場所

分されたり、海外で不適正に処分されたりしてきました。特にパソコンは、データ処理
方法などに不安を感じ、使わなくても家庭に保管したままの人が多いと言われています。
　これまで加茂市では、使用済パソコンはリサイクルが義務付けられていることから、
市による回収は行ってきませんでした。
　この協定により、リネットジャパンリサイクル株式会社
様の宅配便を活用した使用済パソコン等の回収サービスを
活用することができるようになりました。
　これにより、市内に埋蔵するパソコンや小型家電を適正に処理することができ、限り
ある資源を有効に活用することが可能となります。さらにごみの減量化やリサイクル意
識の向上につながることも期待されます。
　開始から半月で 9台のパソコンを回収、小型家電と合わせて合計 74kg の回収実績と
なっています。
　また、市役所１階と環境課には「携帯電話・スマートフォン回収ボックス」を設置し
ています。使用済の携帯電話・スマートフォンも回収しています。個人情報などのデー
タはご自身で消去したうえ、回収ボックスに投函してください。一度投函した携帯電話
等は取り出すことができません。回収ボックスは封印した上で、国の認定工場で安全に
処理されます。
　パソコン、小型家電、携帯電話等のリサイクルにご協力をお願いします。

「メルカリ エコボックス」とは
不要になったものでも、捨てるにはもったいないものを一時的に保管しておくための箱。
後でリユースすることを目的に不要品を入れておく箱

＜実施方法＞
①モニターを募集し、ボックスを無料配布
②ご家庭の不要品をボックスの中に入れる。
③ボックスに入れた不要品を、各自で「リユース」する。
④3か月後にアンケートを実施し事業の検証を行う。

【サイズ】100サイズ (三辺計100cm)
【素　材】段ボール

想定されるリユース方法
・フリーマーケットでの販売
・フリマアプリでの販売
・リサイクル店への販売
・知人等に譲る

憩いとあそびの広場（須田）
乳幼児あそびの広場（上条）
玉木フードセンター（五番町）
さいとう商店（加茂新田）

加茂市役所
七谷・須田・上条コミュニティセンター
勤労者体育センター（狭口）（７月から）
下条コミュニティセンター（７月から）

ペットボトル
紙パック
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表紙

ごみの減量化について
加茂市長　藤田　明美

　広報かも 5月号において、 加茂市、 田上町の清掃センター（ごみ処理施設）につい
て、新しい施設を建設する予定であることをお伝えしました。それまでの間、現在
の焼却炉を少しでも長く使う必要があるため、加茂市では、ごみの減量化をはじめ、
でき得ることを現在取り組んでいます。市民の皆さまのご協力に心から感謝申し上
げます。今月はそれらの取組などについてご説明いたします。

　令和４年度のごみカレンダーで「中身の見えるごみ袋を使ってください。」と表記さ
せていただいたところ、「黒い袋は使えないのか？購入した黒い袋はどうしたらよいか」
とのお問い合わせをいただきました。

【なぜ、中身の見える袋でのごみ出しが必要なのか？】
・収集時に誤って混入された危険物によるパッカー車の火災事故の防止となる。
・竹串などによる収集作業員のケガ防止につながる。
・中身が見えることにより分別意識の向上やごみを捨てることへの抑止になる。
・不純物の混入を防ぎ、ごみ削減を意識することで焼却炉の負担軽減につながる。
・段ボールは資源物として回収できるためリサイクルの向上につながる。
・事業系ごみの混入を防ぐことができる。
・清掃センター故障時や大規模改修時には、他の自治体に焼却を依頼しなければなら
ないが、適正な分別が求められることから中身の見えない袋では不信感を与える。

【中身の見える袋とは】
　透明または半透明の袋であり、無色・水色・白色など、ごみを透かして新聞の文字
が見える程度の袋と定義しています。スーパーの袋でもこの定義に合致すれば「中身
の見える袋」となります。

【今後、加茂市では】
　既に令和 4 年度のごみカレンダーでは、「中身の見える袋」でのごみ出しをお願い
していますが、現状では黒い袋やダンボールでのごみ出しは続いています。
　今後、加茂市では令和 4 年度を準備期間とし、市民の皆さまへの周知を続け、問題
点の洗い出しや収集体制の整備を行い、令和 5 年 4 月より「中身の見える袋でのごみ
出し」を完全実施したいと考えています。

①中身のみえるごみ袋の使用について
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後でリユースすることを目的に不要品を入れておく箱

＜実施方法＞
①モニターを募集し、ボックスを無料配布
②ご家庭の不要品をボックスの中に入れる。
③ボックスに入れた不要品を、各自で「リユース」する。
④3か月後にアンケートを実施し事業の検証を行う。

【サイズ】100サイズ (三辺計100cm)
【素　材】段ボール

想定されるリユース方法
・フリーマーケットでの販売
・フリマアプリでの販売
・リサイクル店への販売
・知人等に譲る

憩いとあそびの広場（須田）
乳幼児あそびの広場（上条）
玉木フードセンター（五番町）
さいとう商店（加茂新田）

加茂市役所
七谷・須田・上条コミュニティセンター
勤労者体育センター（狭口）（７月から）
下条コミュニティセンター（７月から）

ペットボトル
紙パック
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ごみの減量化について
加茂市長　藤田　明美

　広報かも 5月号において、 加茂市、 田上町の清掃センター（ごみ処理施設）につい
て、新しい施設を建設する予定であることをお伝えしました。それまでの間、現在
の焼却炉を少しでも長く使う必要があるため、加茂市では、ごみの減量化をはじめ、
でき得ることを現在取り組んでいます。市民の皆さまのご協力に心から感謝申し上
げます。今月はそれらの取組などについてご説明いたします。

　令和４年度のごみカレンダーで「中身の見えるごみ袋を使ってください。」と表記さ
せていただいたところ、「黒い袋は使えないのか？購入した黒い袋はどうしたらよいか」
とのお問い合わせをいただきました。

【なぜ、中身の見える袋でのごみ出しが必要なのか？】
・収集時に誤って混入された危険物によるパッカー車の火災事故の防止となる。
・竹串などによる収集作業員のケガ防止につながる。
・中身が見えることにより分別意識の向上やごみを捨てることへの抑止になる。
・不純物の混入を防ぎ、ごみ削減を意識することで焼却炉の負担軽減につながる。
・段ボールは資源物として回収できるためリサイクルの向上につながる。
・事業系ごみの混入を防ぐことができる。
・清掃センター故障時や大規模改修時には、他の自治体に焼却を依頼しなければなら
ないが、適正な分別が求められることから中身の見えない袋では不信感を与える。

【中身の見える袋とは】
　透明または半透明の袋であり、無色・水色・白色など、ごみを透かして新聞の文字
が見える程度の袋と定義しています。スーパーの袋でもこの定義に合致すれば「中身
の見える袋」となります。

【今後、加茂市では】
　既に令和 4 年度のごみカレンダーでは、「中身の見える袋」でのごみ出しをお願い
していますが、現状では黒い袋やダンボールでのごみ出しは続いています。
　今後、加茂市では令和 4 年度を準備期間とし、市民の皆さまへの周知を続け、問題
点の洗い出しや収集体制の整備を行い、令和 5 年 4 月より「中身の見える袋でのごみ
出し」を完全実施したいと考えています。

①中身のみえるごみ袋の使用について
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第56回雪椿まつり スマホでGoGo！スタンプラリー抽選会（5/25）
　今年の雪椿まつりは、昨年に引き続きスマート
フォンと専用アプリを使い市内20カ所のスタンプ
ポイントを巡る非接触型のスタンプラリーを行い
ました。
　アプリをダウンロードしたユーザーは544人、 賞
品応募者総数は282人でした。 20個全てのスタン
プを集めたパーフェクト賞の応募者は148人、122
個以上必要な雪椿賞の応募者は101人、9個以上必
要な粟ヶ岳賞は21人、6個以上必要なこいのぼり
賞は12人でした。 抽選はパソコンを使って行われ、
雪椿まつりアンバサダーの松本悠雅さんが操作を
行いました。 賞品の発送は6月上旬から順次行って
います。

メルカリエコボックスでごみの減量を（5/30）
　5月30日（月）の午前11時、加茂市と株式会社メルカリ
様、株式会社ソウゾウ様（メルカリグループ会社）との連
携事業記者会見を行いました。これは、退蔵品をゴミとし
て捨てる前に取っておくための「メルカリエコボックス」
を３か月間、リユースなどのために利用してもらう実証実
験です。公募する市民モニターの他、新潟経営大学・新潟

中央短期大学・加茂商工会議所の３団体に
ご協力いただき、市内に合計300個のメル
カリエコボックスを配布します。
　市では今後、フリーマーケット（時期未定）
や、フリマアプリ「メルカリ」の使い方教室
を実施するなどを予定しています。

【有料広告】

　現在、「メルカリエコボックス」のモニターを募集しています。モニターの方には「メ
ルカリエコボックス」を無料で差し上げます。ご家庭で不要になったモノをボックス
に一旦入れていただき、その後に各自で「リユース」していただきます。モニター期
間は３か月程度で、期間終了後にアンケート調査にお答えいただくだけです。期間中
には、市主催のフリーマーケットの開催やメルカリ教室の開催を予定しています。（開
催日未定）
　「メルカリエコボックス」を活用し、不要品を販売したり、欲しい人に譲ったり、楽
しみながらリユースに取り組んでみませんか。　

■「メルカリShops」での粗大ごみのリユース出品モデル事業
　清掃センターに持ち込まれる粗大ごみのうち、まだ使えるもの、利用価値のあるも
のを選び、ネットショップ「メルカリ Shops」に出品し、全国に向けて販売する実証
実験を開始します。清掃センターに持ち込まれる粗大ごみの中に「リユー
ス」可能なモノがどれだけ含まれているのかを検証します。

https://mercari-shops.com/shops/pCTLCchksPGCZqWRz2rrUj

　現在、清掃センターでは、一般持込ごみについては、事業系ごみ及びごみ収集車と
別系統で受付を設置しています。受付では、メルカリとの連携事業の実施についてご
案内しています。お持込品について、「メルカリ Shops」に出品する場合があること
をご了承ください。また、販売してほしくない方は受付にお申し出ください。ご協力
をお願いします。

　二つのリユース推進事業は、どちらも全国初の取り組みです。（加茂市、加茂市・田
上町消防衛生保育組合のほか、愛知県蒲郡市で実施しています。）
　リユース推進事業を通じ、市民の皆さまに「リユース」をごみの分別カテゴリーの
一つとして意識していただき、循環型社会の実現とごみ減量化の推進が図られること
を期待しています。

　これら以外にも、ガラスの空ビンのリサイクルを行
っているほか、古紙類回収の実証実験を行いました。

　今後も法律改正やさらなる分別の推進などの理由により、分別ルールが変更になる
ことがあるかもしれませんが、ていねいな説明を心がけてまいります。
　これからも環境行政について市民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

左から(株)メルカリ会長室政策企画の麻空様、藤田
市長、(株)ソウゾウ政策企画マネージャーの布施様

市内３団体の代表者にボックスの贈呈 会見中には清掃センターのメルカ
リShopsの開設も行われました

がまごおり

古紙類回収の実証実験の様子
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　リサイクル推進とごみの減量化を図るため、昨年6月1日より、
七谷、須田、上条の各コミュニティセンター及び加茂市役所の計
4か所にペットボトル回収箱を設置し、拠点回収を開始しました。
　拠点回収実績は、昨年 6月から今年 5月末までの１年間で、回
収量 17.1t、500ml ペットボトルに換算すると約 57 万本になります。また、ボトル
キャップは、1.2t 回収しています。市民の皆さまから集められたペットボトルは大変
きれいに分別されています。ご協力ありがとうございます。
　ペットボトルはこれまで燃えるごみとして清掃センターで焼却処理されてきました
ので、清掃センターの焼却量が年間18t程度減量化されたこととなります。
　令和 4 年 7 月からは、ステーション回収を開始します。なお、現在の拠点回収は継
続し、さらに、勤労者体育センターと下条コミュニティセンターの2か所を増設して、
拠点回収場所は、計 6か所とします。これにより、完全なペットボトル回収体制を築
きさらなる減量化・資源化を目指します。

②ペットボトル分別回収

　牛乳パックなどの紙パックの回収にも取り組んでいます。
　市ではこれまでも市内に回収場所を設置し、紙パックの回収に取り組んでいました
が、ご協力いただいていたスーパー等が自ら回収を行うようになったことから、市の
回収量が減少しました。そこで、昨年の 9 月から、ペットボトルの回収場所を利用し
て紙パックの回収も始めました。また、あそびの広場２か所にも紙パック
回収ボックス（右写真）を設置しています。
　紙パックの回収実績は、令和2年度65kgに対し、令和3年度は290kg
と大幅に増加しました。
　なお、本年7月からは、回収場所は下記の10か所となります。

③紙パックの回収

　加茂市と加茂市・田上町消防衛生保育組合では、循環型社会の実現に向け、市民の
皆さまのサステナブル（持続可能）な行動の定着を図る実証実験として、リユース推進
事業を5月30日ごみゼロの日に合わせ開始しました。この事業は、フリマアプリでお
なじみの株式会社メルカリ様と、同グループ会社の株式会社ソウゾウ様との連携によ
り実施しています。

■「メルカリエコボックス」によるリユース推進モデル事業
　不要だがまだ使える家庭内の不要品をとりあえずとっておく箱「メルカリエコボッ
クス」を無料配布します。「捨てる」という行為から「一旦取っておく」「必要として
いる人に譲る」「あとで売る」という行為へと行動変容を促すことで、「リユース」を
ごみ分別カテゴリーの一つとして定着させることを目的とします。

⑤リユース推進について

　令和4年3月18日、加茂市は、リネットジャパンリサイクル株式会社様と協定を締結し、
宅配便を活用した使用済パソコン・小型家電の回収を開始しました。小型家電にはレア
メタル等の有用な金属が多く含まれていますが、有効に活用されることなく埋め立て処

④パソコンのリサイクル

紙パック拠点回収場所拠点回収場所

分されたり、海外で不適正に処分されたりしてきました。特にパソコンは、データ処理
方法などに不安を感じ、使わなくても家庭に保管したままの人が多いと言われています。
　これまで加茂市では、使用済パソコンはリサイクルが義務付けられていることから、
市による回収は行ってきませんでした。
　この協定により、リネットジャパンリサイクル株式会社
様の宅配便を活用した使用済パソコン等の回収サービスを
活用することができるようになりました。
　これにより、市内に埋蔵するパソコンや小型家電を適正に処理することができ、限り
ある資源を有効に活用することが可能となります。さらにごみの減量化やリサイクル意
識の向上につながることも期待されます。
　開始から半月で 9台のパソコンを回収、小型家電と合わせて合計 74kg の回収実績と
なっています。
　また、市役所１階と環境課には「携帯電話・スマートフォン回収ボックス」を設置し
ています。使用済の携帯電話・スマートフォンも回収しています。個人情報などのデー
タはご自身で消去したうえ、回収ボックスに投函してください。一度投函した携帯電話
等は取り出すことができません。回収ボックスは封印した上で、国の認定工場で安全に
処理されます。
　パソコン、小型家電、携帯電話等のリサイクルにご協力をお願いします。

「メルカリ エコボックス」とは
不要になったものでも、捨てるにはもったいないものを一時的に保管しておくための箱。
後でリユースすることを目的に不要品を入れておく箱

＜実施方法＞
①モニターを募集し、ボックスを無料配布
②ご家庭の不要品をボックスの中に入れる。
③ボックスに入れた不要品を、各自で「リユース」する。
④3か月後にアンケートを実施し事業の検証を行う。

【サイズ】100サイズ (三辺計100cm)
【素　材】段ボール

想定されるリユース方法
・フリーマーケットでの販売
・フリマアプリでの販売
・リサイクル店への販売
・知人等に譲る

憩いとあそびの広場（須田）
乳幼児あそびの広場（上条）
玉木フードセンター（五番町）
さいとう商店（加茂新田）

加茂市役所
七谷・須田・上条コミュニティセンター
勤労者体育センター（狭口）（７月から）
下条コミュニティセンター（７月から）

ペットボトル
紙パック
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第56回雪椿まつり スマホでGoGo！スタンプラリー抽選会（5/25）
　今年の雪椿まつりは、昨年に引き続きスマート
フォンと専用アプリを使い市内20カ所のスタンプ
ポイントを巡る非接触型のスタンプラリーを行い
ました。
　アプリをダウンロードしたユーザーは544人、 賞
品応募者総数は282人でした。 20個全てのスタン
プを集めたパーフェクト賞の応募者は148人、122
個以上必要な雪椿賞の応募者は101人、9個以上必
要な粟ヶ岳賞は21人、6個以上必要なこいのぼり
賞は12人でした。 抽選はパソコンを使って行われ、
雪椿まつりアンバサダーの松本悠雅さんが操作を
行いました。 賞品の発送は6月上旬から順次行って
います。

メルカリエコボックスでごみの減量を（5/30）
　5月30日（月）の午前11時、加茂市と株式会社メルカリ
様、株式会社ソウゾウ様（メルカリグループ会社）との連
携事業記者会見を行いました。これは、退蔵品をゴミとし
て捨てる前に取っておくための「メルカリエコボックス」
を３か月間、リユースなどのために利用してもらう実証実
験です。公募する市民モニターの他、新潟経営大学・新潟

中央短期大学・加茂商工会議所の３団体に
ご協力いただき、市内に合計300個のメル
カリエコボックスを配布します。
　市では今後、フリーマーケット（時期未定）
や、フリマアプリ「メルカリ」の使い方教室
を実施するなどを予定しています。

【有料広告】

　現在、「メルカリエコボックス」のモニターを募集しています。モニターの方には「メ
ルカリエコボックス」を無料で差し上げます。ご家庭で不要になったモノをボックス
に一旦入れていただき、その後に各自で「リユース」していただきます。モニター期
間は３か月程度で、期間終了後にアンケート調査にお答えいただくだけです。期間中
には、市主催のフリーマーケットの開催やメルカリ教室の開催を予定しています。（開
催日未定）
　「メルカリエコボックス」を活用し、不要品を販売したり、欲しい人に譲ったり、楽
しみながらリユースに取り組んでみませんか。　

■「メルカリShops」での粗大ごみのリユース出品モデル事業
　清掃センターに持ち込まれる粗大ごみのうち、まだ使えるもの、利用価値のあるも
のを選び、ネットショップ「メルカリ Shops」に出品し、全国に向けて販売する実証
実験を開始します。清掃センターに持ち込まれる粗大ごみの中に「リユー
ス」可能なモノがどれだけ含まれているのかを検証します。

https://mercari-shops.com/shops/pCTLCchksPGCZqWRz2rrUj

　現在、清掃センターでは、一般持込ごみについては、事業系ごみ及びごみ収集車と
別系統で受付を設置しています。受付では、メルカリとの連携事業の実施についてご
案内しています。お持込品について、「メルカリ Shops」に出品する場合があること
をご了承ください。また、販売してほしくない方は受付にお申し出ください。ご協力
をお願いします。

　二つのリユース推進事業は、どちらも全国初の取り組みです。（加茂市、加茂市・田
上町消防衛生保育組合のほか、愛知県蒲郡市で実施しています。）
　リユース推進事業を通じ、市民の皆さまに「リユース」をごみの分別カテゴリーの
一つとして意識していただき、循環型社会の実現とごみ減量化の推進が図られること
を期待しています。

　これら以外にも、ガラスの空ビンのリサイクルを行
っているほか、古紙類回収の実証実験を行いました。

　今後も法律改正やさらなる分別の推進などの理由により、分別ルールが変更になる
ことがあるかもしれませんが、ていねいな説明を心がけてまいります。
　これからも環境行政について市民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

左から(株)メルカリ会長室政策企画の麻空様、藤田
市長、(株)ソウゾウ政策企画マネージャーの布施様

市内３団体の代表者にボックスの贈呈 会見中には清掃センターのメルカ
リShopsの開設も行われました

がまごおり

古紙類回収の実証実験の様子
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　リサイクル推進とごみの減量化を図るため、昨年6月1日より、
七谷、須田、上条の各コミュニティセンター及び加茂市役所の計
4か所にペットボトル回収箱を設置し、拠点回収を開始しました。
　拠点回収実績は、昨年 6月から今年 5月末までの１年間で、回
収量 17.1t、500ml ペットボトルに換算すると約 57 万本になります。また、ボトル
キャップは、1.2t 回収しています。市民の皆さまから集められたペットボトルは大変
きれいに分別されています。ご協力ありがとうございます。
　ペットボトルはこれまで燃えるごみとして清掃センターで焼却処理されてきました
ので、清掃センターの焼却量が年間18t程度減量化されたこととなります。
　令和 4 年 7 月からは、ステーション回収を開始します。なお、現在の拠点回収は継
続し、さらに、勤労者体育センターと下条コミュニティセンターの2か所を増設して、
拠点回収場所は、計 6か所とします。これにより、完全なペットボトル回収体制を築
きさらなる減量化・資源化を目指します。

②ペットボトル分別回収

　牛乳パックなどの紙パックの回収にも取り組んでいます。
　市ではこれまでも市内に回収場所を設置し、紙パックの回収に取り組んでいました
が、ご協力いただいていたスーパー等が自ら回収を行うようになったことから、市の
回収量が減少しました。そこで、昨年の 9 月から、ペットボトルの回収場所を利用し
て紙パックの回収も始めました。また、あそびの広場２か所にも紙パック
回収ボックス（右写真）を設置しています。
　紙パックの回収実績は、令和2年度65kgに対し、令和3年度は290kg
と大幅に増加しました。
　なお、本年7月からは、回収場所は下記の10か所となります。

③紙パックの回収

　加茂市と加茂市・田上町消防衛生保育組合では、循環型社会の実現に向け、市民の
皆さまのサステナブル（持続可能）な行動の定着を図る実証実験として、リユース推進
事業を5月30日ごみゼロの日に合わせ開始しました。この事業は、フリマアプリでお
なじみの株式会社メルカリ様と、同グループ会社の株式会社ソウゾウ様との連携によ
り実施しています。

■「メルカリエコボックス」によるリユース推進モデル事業
　不要だがまだ使える家庭内の不要品をとりあえずとっておく箱「メルカリエコボッ
クス」を無料配布します。「捨てる」という行為から「一旦取っておく」「必要として
いる人に譲る」「あとで売る」という行為へと行動変容を促すことで、「リユース」を
ごみ分別カテゴリーの一つとして定着させることを目的とします。

⑤リユース推進について

　令和4年3月18日、加茂市は、リネットジャパンリサイクル株式会社様と協定を締結し、
宅配便を活用した使用済パソコン・小型家電の回収を開始しました。小型家電にはレア
メタル等の有用な金属が多く含まれていますが、有効に活用されることなく埋め立て処

④パソコンのリサイクル

紙パック拠点回収場所拠点回収場所

分されたり、海外で不適正に処分されたりしてきました。特にパソコンは、データ処理
方法などに不安を感じ、使わなくても家庭に保管したままの人が多いと言われています。
　これまで加茂市では、使用済パソコンはリサイクルが義務付けられていることから、
市による回収は行ってきませんでした。
　この協定により、リネットジャパンリサイクル株式会社
様の宅配便を活用した使用済パソコン等の回収サービスを
活用することができるようになりました。
　これにより、市内に埋蔵するパソコンや小型家電を適正に処理することができ、限り
ある資源を有効に活用することが可能となります。さらにごみの減量化やリサイクル意
識の向上につながることも期待されます。
　開始から半月で 9台のパソコンを回収、小型家電と合わせて合計 74kg の回収実績と
なっています。
　また、市役所１階と環境課には「携帯電話・スマートフォン回収ボックス」を設置し
ています。使用済の携帯電話・スマートフォンも回収しています。個人情報などのデー
タはご自身で消去したうえ、回収ボックスに投函してください。一度投函した携帯電話
等は取り出すことができません。回収ボックスは封印した上で、国の認定工場で安全に
処理されます。
　パソコン、小型家電、携帯電話等のリサイクルにご協力をお願いします。

「メルカリ エコボックス」とは
不要になったものでも、捨てるにはもったいないものを一時的に保管しておくための箱。
後でリユースすることを目的に不要品を入れておく箱

＜実施方法＞
①モニターを募集し、ボックスを無料配布
②ご家庭の不要品をボックスの中に入れる。
③ボックスに入れた不要品を、各自で「リユース」する。
④3か月後にアンケートを実施し事業の検証を行う。

【サイズ】100サイズ (三辺計100cm)
【素　材】段ボール

想定されるリユース方法
・フリーマーケットでの販売
・フリマアプリでの販売
・リサイクル店への販売
・知人等に譲る

憩いとあそびの広場（須田）
乳幼児あそびの広場（上条）
玉木フードセンター（五番町）
さいとう商店（加茂新田）

加茂市役所
七谷・須田・上条コミュニティセンター
勤労者体育センター（狭口）（７月から）
下条コミュニティセンター（７月から）

ペットボトル
紙パック
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活動の種類　会場ボランティア
主な活動日　奇数月（年間６回）
活 動 場 所　市内のコミュニティセンター
問い合わせ　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
開
催
さ
れ
て
い

る
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
を
対

象
に
し
た
「
地
域
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
」

で
、
会
場
設
営
と
昼
食
会
を
盛
り
上
げ

る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ラ
ジ
オ
体
操
を

し
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
伴
奏
（
会

員
）
で
季
節
の
歌
、
思
い
出
の
歌
な
ど

を
合
唱
、
時
に
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

を
し
、
頭
と
身
体
を
ほ
ぐ
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
毎
回
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
思
い

で
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
暮
ら
し
の
皆
さ
ん
、
世
間
話
に

花
を
咲
か
せ
、
近
況
報
告
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

「
お
た
す
け
ク
ラ
ブ
」

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
・
啓
発
シ
ー
ル

　
７
月
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
回
収
が
始
ま
り
ま
す
。

　
月
１
回
の
回
収
日
を
指
定
し
た
カ
レ

ン
ダ
ー
を
各
世
帯
に
配
布

し
ま
し
た
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
確
認
可
）
。

　
分
別
を
し
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
ボ

ト
ル
か
ら
ボ
ト
ル
等
へ
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
く
た
め
、
分
別
ル
ー
ル
を
守
り
、

質
の
高
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回
収
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
な
お
、
今
ま
で
ど

お
り
市
内
６
箇
所
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

  

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
７
月
か
ら
開
始

し
た
」
を
貼
っ
て
、
収
集
せ
ず
に
残
置

す
る
こ
と
で
分
別
ル
ー
ル
の
徹
底
を
図

り
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
正
し
く
資
源
化
す

る
た
め
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

啓
発
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
た
ら

❶
自
身
が
出
し
た
袋
が
残
さ
れ
て
い
た

ら
、
一
旦
、
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

❷
シ
ー
ル
記
載
の
指
摘
を
確
認
し
、
あ

ら
た
め
て
出
し
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は

必
ず
「
収
集
で
き
ま
せ
ん
シ
ー
ル
」
を

は
が
し
て
く
だ
さ
い
。

※

拠
点
回
収
場
所
で
は
袋
か
ら
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
出
し
て
回
収
箱
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
第
１
期

分
の
納
期
限
は
６
月
30
日
（
木
）
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
土
地
の
売
買
な
ど
で
受
益
者

の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
「
受
益
者
変

更
申
告
書
」
を
、
ま
た
受
益
者
が
住
所

な
ど
を
変
更
し
た
と
き
は
「
受
益
者
住

所
変
更
申
告
書
」
を
上
下
水
道
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
入
に
便
利
な
口
座
振
替

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
納
入

に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
「
口

座
振
替
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
上
下
水
道
課

ま
た
は
市
内
の
各
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
各

支
店
、
郵
便
局
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
231
）

　
自
然
を
大
切
に
し
、
や
す
ら
ぎ
と
活

力
あ
る
町
づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
の
活
動
を
よ
り
活
発
に
す
る
た

め
、
会
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

活
動
内
容
　
加
茂
川
河
川
敷
・
駅
前
広

場
・
西
加
茂
地
内
国
道
403
号
線
花

壇
、
市
内
各
所
プ
ラ
ン
タ
ー
設
置
、
花

づ
く
り
講
習
、
シ
ク
ラ
メ
ン
販
売
、
小

中
学
校
・
団
体
へ
の
苗
・
肥
料
の
補
助

支
援
、
球
根
配
布
な
ど
。

申
し
込
み
　
７
月
29
日
（
金
）
ま
で
に

会
費
（
年
額
千
円
）
を
添
え
て
環
境
課

内
同
会
事
務
局
（
☎
内
線
251
）
へ
。

生ごみ堆肥化や減量化
生ゴミ処理容器 モニター募集

　バケツ型の生ごみ分解処理容器「コ
ンポスター」を使って生ごみ減量に取
り組むモニターを募集します。
　モニターにはコンポスター（返却不
用、１世帯２個まで）を渡しますので
アンケートにご協力をお願いします。
モニター期間　６カ月
※期間のうち、１カ月間の使用記録を
とり、期間終了後にアンケートを提出
してください。

■コンポスター
外寸:307×307×402㎜、容
量:15㍑、材質:プラスチッ
ク、積載荷重:18㎏
その他　市販の発酵促進
剤は自己負担。

申し込み・問い合わせ　環境課生活環
境係（☎内線252）

収
場
所
（
拠
点
回
収
場
所
）
で
は
、
い

つ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
啓
発
シ
ー
ル
で
ル
ー
ル
の
徹
底
を

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
あ
ら
か
じ
め
分
別

さ
れ
て
い
る
と
効
率
よ
く
リ
サ
イ
ク
ル

が
で
き
ま
す
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
回
収
で
は
分

別
ル
ー
ル
が
守

ら
れ
て
い
な
い

場
合
、
啓
発

シ
ー
ル
「
収
集

で
き
ま
せ
ん
で

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

　
　
　
１
期
分
は
30
日
ま
で

ホームページ

下記の理由により
収集できませんでした
キャップとラベルをとってください
中身が見える袋にしてください
中身が汚れています
　　でないものが入っています
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※持ち帰って確認してください。

ご協力をよろしくお願いいたします。　加茂市環境課

月

日

花
と
緑
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会

　
　
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
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ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
第56回雪椿まつり スマホでGoGo！スタンプラリー抽選会（5/25）
　今年の雪椿まつりは、昨年に引き続きスマート
フォンと専用アプリを使い市内20カ所のスタンプ
ポイントを巡る非接触型のスタンプラリーを行い
ました。
　アプリをダウンロードしたユーザーは544人、 賞
品応募者総数は282人でした。 20個全てのスタン
プを集めたパーフェクト賞の応募者は148人、122
個以上必要な雪椿賞の応募者は101人、9個以上必
要な粟ヶ岳賞は21人、6個以上必要なこいのぼり
賞は12人でした。 抽選はパソコンを使って行われ、
雪椿まつりアンバサダーの松本悠雅さんが操作を
行いました。 賞品の発送は6月上旬から順次行って
います。

メルカリエコボックスでごみの減量を（5/30）
　5月30日（月）の午前11時、加茂市と株式会社メルカリ
様、株式会社ソウゾウ様（メルカリグループ会社）との連
携事業記者会見を行いました。これは、退蔵品をゴミとし
て捨てる前に取っておくための「メルカリエコボックス」
を３か月間、リユースなどのために利用してもらう実証実
験です。公募する市民モニターの他、新潟経営大学・新潟

中央短期大学・加茂商工会議所の３団体に
ご協力いただき、市内に合計300個のメル
カリエコボックスを配布します。
　市では今後、フリーマーケット（時期未定）
や、フリマアプリ「メルカリ」の使い方教室
を実施するなどを予定しています。

【有料広告】

　現在、「メルカリエコボックス」のモニターを募集しています。モニターの方には「メ
ルカリエコボックス」を無料で差し上げます。ご家庭で不要になったモノをボックス
に一旦入れていただき、その後に各自で「リユース」していただきます。モニター期
間は３か月程度で、期間終了後にアンケート調査にお答えいただくだけです。期間中
には、市主催のフリーマーケットの開催やメルカリ教室の開催を予定しています。（開
催日未定）
　「メルカリエコボックス」を活用し、不要品を販売したり、欲しい人に譲ったり、楽
しみながらリユースに取り組んでみませんか。　

■「メルカリShops」での粗大ごみのリユース出品モデル事業
　清掃センターに持ち込まれる粗大ごみのうち、まだ使えるもの、利用価値のあるも
のを選び、ネットショップ「メルカリ Shops」に出品し、全国に向けて販売する実証
実験を開始します。清掃センターに持ち込まれる粗大ごみの中に「リユー
ス」可能なモノがどれだけ含まれているのかを検証します。

https://mercari-shops.com/shops/pCTLCchksPGCZqWRz2rrUj

　現在、清掃センターでは、一般持込ごみについては、事業系ごみ及びごみ収集車と
別系統で受付を設置しています。受付では、メルカリとの連携事業の実施についてご
案内しています。お持込品について、「メルカリ Shops」に出品する場合があること
をご了承ください。また、販売してほしくない方は受付にお申し出ください。ご協力
をお願いします。

　二つのリユース推進事業は、どちらも全国初の取り組みです。（加茂市、加茂市・田
上町消防衛生保育組合のほか、愛知県蒲郡市で実施しています。）
　リユース推進事業を通じ、市民の皆さまに「リユース」をごみの分別カテゴリーの
一つとして意識していただき、循環型社会の実現とごみ減量化の推進が図られること
を期待しています。

　これら以外にも、ガラスの空ビンのリサイクルを行
っているほか、古紙類回収の実証実験を行いました。

　今後も法律改正やさらなる分別の推進などの理由により、分別ルールが変更になる
ことがあるかもしれませんが、ていねいな説明を心がけてまいります。
　これからも環境行政について市民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

左から(株)メルカリ会長室政策企画の麻空様、藤田
市長、(株)ソウゾウ政策企画マネージャーの布施様

市内３団体の代表者にボックスの贈呈 会見中には清掃センターのメルカ
リShopsの開設も行われました

がまごおり

古紙類回収の実証実験の様子
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活 動 場 所　市内のコミュニティセンター
問い合わせ　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
開
催
さ
れ
て
い

る
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
を
対

象
に
し
た
「
地
域
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
」

で
、
会
場
設
営
と
昼
食
会
を
盛
り
上
げ

る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ラ
ジ
オ
体
操
を

し
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
伴
奏
（
会

員
）
で
季
節
の
歌
、
思
い
出
の
歌
な
ど

を
合
唱
、
時
に
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

を
し
、
頭
と
身
体
を
ほ
ぐ
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
毎
回
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
思
い

で
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
暮
ら
し
の
皆
さ
ん
、
世
間
話
に

花
を
咲
か
せ
、
近
況
報
告
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

「
お
た
す
け
ク
ラ
ブ
」

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
・
啓
発
シ
ー
ル

　
７
月
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
回
収
が
始
ま
り
ま
す
。

　
月
１
回
の
回
収
日
を
指
定
し
た
カ
レ

ン
ダ
ー
を
各
世
帯
に
配
布

し
ま
し
た
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
確
認
可
）
。

　
分
別
を
し
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
ボ

ト
ル
か
ら
ボ
ト
ル
等
へ
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
く
た
め
、
分
別
ル
ー
ル
を
守
り
、

質
の
高
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回
収
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
な
お
、
今
ま
で
ど

お
り
市
内
６
箇
所
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

  

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
７
月
か
ら
開
始

し
た
」
を
貼
っ
て
、
収
集
せ
ず
に
残
置

す
る
こ
と
で
分
別
ル
ー
ル
の
徹
底
を
図

り
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
正
し
く
資
源
化
す

る
た
め
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

啓
発
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
た
ら

❶
自
身
が
出
し
た
袋
が
残
さ
れ
て
い
た

ら
、
一
旦
、
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

❷
シ
ー
ル
記
載
の
指
摘
を
確
認
し
、
あ

ら
た
め
て
出
し
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は

必
ず
「
収
集
で
き
ま
せ
ん
シ
ー
ル
」
を

は
が
し
て
く
だ
さ
い
。

※

拠
点
回
収
場
所
で
は
袋
か
ら
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
出
し
て
回
収
箱
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
第
１
期

分
の
納
期
限
は
６
月
30
日
（
木
）
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
土
地
の
売
買
な
ど
で
受
益
者

の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
「
受
益
者
変

更
申
告
書
」
を
、
ま
た
受
益
者
が
住
所

な
ど
を
変
更
し
た
と
き
は
「
受
益
者
住

所
変
更
申
告
書
」
を
上
下
水
道
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
入
に
便
利
な
口
座
振
替

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
納
入

に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
「
口

座
振
替
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
上
下
水
道
課

ま
た
は
市
内
の
各
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
各

支
店
、
郵
便
局
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
231
）

　
自
然
を
大
切
に
し
、
や
す
ら
ぎ
と
活

力
あ
る
町
づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
の
活
動
を
よ
り
活
発
に
す
る
た

め
、
会
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

活
動
内
容
　
加
茂
川
河
川
敷
・
駅
前
広

場
・
西
加
茂
地
内
国
道
403
号
線
花

壇
、
市
内
各
所
プ
ラ
ン
タ
ー
設
置
、
花

づ
く
り
講
習
、
シ
ク
ラ
メ
ン
販
売
、
小

中
学
校
・
団
体
へ
の
苗
・
肥
料
の
補
助

支
援
、
球
根
配
布
な
ど
。

申
し
込
み
　
７
月
29
日
（
金
）
ま
で
に

会
費
（
年
額
千
円
）
を
添
え
て
環
境
課

内
同
会
事
務
局
（
☎
内
線
251
）
へ
。

生ごみ堆肥化や減量化
生ゴミ処理容器 モニター募集

　バケツ型の生ごみ分解処理容器「コ
ンポスター」を使って生ごみ減量に取
り組むモニターを募集します。
　モニターにはコンポスター（返却不
用、１世帯２個まで）を渡しますので
アンケートにご協力をお願いします。
モニター期間　６カ月
※期間のうち、１カ月間の使用記録を
とり、期間終了後にアンケートを提出
してください。

■コンポスター
外寸:307×307×402㎜、容
量:15㍑、材質:プラスチッ
ク、積載荷重:18㎏
その他　市販の発酵促進
剤は自己負担。

申し込み・問い合わせ　環境課生活環
境係（☎内線252）

収
場
所
（
拠
点
回
収
場
所
）
で
は
、
い

つ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
啓
発
シ
ー
ル
で
ル
ー
ル
の
徹
底
を

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
あ
ら
か
じ
め
分
別

さ
れ
て
い
る
と
効
率
よ
く
リ
サ
イ
ク
ル

が
で
き
ま
す
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
回
収
で
は
分

別
ル
ー
ル
が
守

ら
れ
て
い
な
い

場
合
、
啓
発

シ
ー
ル
「
収
集

で
き
ま
せ
ん
で

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

　
　
　
１
期
分
は
30
日
ま
で

ホームページ

下記の理由により
収集できませんでした
キャップとラベルをとってください
中身が見える袋にしてください
中身が汚れています
　　でないものが入っています
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※持ち帰って確認してください。

ご協力をよろしくお願いいたします。　加茂市環境課

月

日

花
と
緑
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会

　
　
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
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ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
第56回雪椿まつり スマホでGoGo！スタンプラリー抽選会（5/25）
　今年の雪椿まつりは、昨年に引き続きスマート
フォンと専用アプリを使い市内20カ所のスタンプ
ポイントを巡る非接触型のスタンプラリーを行い
ました。
　アプリをダウンロードしたユーザーは544人、 賞
品応募者総数は282人でした。 20個全てのスタン
プを集めたパーフェクト賞の応募者は148人、122
個以上必要な雪椿賞の応募者は101人、9個以上必
要な粟ヶ岳賞は21人、6個以上必要なこいのぼり
賞は12人でした。 抽選はパソコンを使って行われ、
雪椿まつりアンバサダーの松本悠雅さんが操作を
行いました。 賞品の発送は6月上旬から順次行って
います。

メルカリエコボックスでごみの減量を（5/30）
　5月30日（月）の午前11時、加茂市と株式会社メルカリ
様、株式会社ソウゾウ様（メルカリグループ会社）との連
携事業記者会見を行いました。これは、退蔵品をゴミとし
て捨てる前に取っておくための「メルカリエコボックス」
を３か月間、リユースなどのために利用してもらう実証実
験です。公募する市民モニターの他、新潟経営大学・新潟

中央短期大学・加茂商工会議所の３団体に
ご協力いただき、市内に合計300個のメル
カリエコボックスを配布します。
　市では今後、フリーマーケット（時期未定）
や、フリマアプリ「メルカリ」の使い方教室
を実施するなどを予定しています。

【有料広告】

　現在、「メルカリエコボックス」のモニターを募集しています。モニターの方には「メ
ルカリエコボックス」を無料で差し上げます。ご家庭で不要になったモノをボックス
に一旦入れていただき、その後に各自で「リユース」していただきます。モニター期
間は３か月程度で、期間終了後にアンケート調査にお答えいただくだけです。期間中
には、市主催のフリーマーケットの開催やメルカリ教室の開催を予定しています。（開
催日未定）
　「メルカリエコボックス」を活用し、不要品を販売したり、欲しい人に譲ったり、楽
しみながらリユースに取り組んでみませんか。　

■「メルカリShops」での粗大ごみのリユース出品モデル事業
　清掃センターに持ち込まれる粗大ごみのうち、まだ使えるもの、利用価値のあるも
のを選び、ネットショップ「メルカリ Shops」に出品し、全国に向けて販売する実証
実験を開始します。清掃センターに持ち込まれる粗大ごみの中に「リユー
ス」可能なモノがどれだけ含まれているのかを検証します。

https://mercari-shops.com/shops/pCTLCchksPGCZqWRz2rrUj

　現在、清掃センターでは、一般持込ごみについては、事業系ごみ及びごみ収集車と
別系統で受付を設置しています。受付では、メルカリとの連携事業の実施についてご
案内しています。お持込品について、「メルカリ Shops」に出品する場合があること
をご了承ください。また、販売してほしくない方は受付にお申し出ください。ご協力
をお願いします。

　二つのリユース推進事業は、どちらも全国初の取り組みです。（加茂市、加茂市・田
上町消防衛生保育組合のほか、愛知県蒲郡市で実施しています。）
　リユース推進事業を通じ、市民の皆さまに「リユース」をごみの分別カテゴリーの
一つとして意識していただき、循環型社会の実現とごみ減量化の推進が図られること
を期待しています。

　これら以外にも、ガラスの空ビンのリサイクルを行
っているほか、古紙類回収の実証実験を行いました。

　今後も法律改正やさらなる分別の推進などの理由により、分別ルールが変更になる
ことがあるかもしれませんが、ていねいな説明を心がけてまいります。
　これからも環境行政について市民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

左から(株)メルカリ会長室政策企画の麻空様、藤田
市長、(株)ソウゾウ政策企画マネージャーの布施様

市内３団体の代表者にボックスの贈呈 会見中には清掃センターのメルカ
リShopsの開設も行われました

がまごおり

古紙類回収の実証実験の様子
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子
供
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
・
危
険
物
取
扱
講
習
と
研
修

期
　
間
　
６
月
25
日
（
土
）
〜
８
月
31

日
（
水
）

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
と
雨
天
の
日

※

８
月
１
日
、
８
日
、
15
日
は
雨
天
の

日
を
除
き
開
館
。

使
用
料

高
校
生
以
上

100
円
、

小
・
中
学
生

50
円
、
幼
児
（
就
学
前

放
送
大
学

10
月
入
学
生
募
集

■
危
険
物
取
扱
者
試
験

乙
種
第
４
類
受
験
準
備
講
習

講
習
日
　
７
月
20
日
（
水
）
〜
21
日

（
木
）

会
　
場
　
燕
三
条
地
場
産
セ
ン
タ
ー

メ
ッ
セ
ピ
ア
（
三
条
市
須
頃
１
）

定
　
員

40
人

申
し
込
み
　
６
月
24
日
（
金
）
〜
７
月

８
日
（
金
）
に
新
潟
県
危
険
物
安
全
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

niigatakiankyo.sakura.ne.jp/

）
、

ま
た
は
、
消
防
署
に
あ
る
受
講
申
込
書

（
往
復
は
が
き
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
　
９
月
４
日
（
日
）

種
　
類
　
甲
種
、
乙
種
第
１
〜
６
類
、

丙
種

試
験
地
　
新
潟
市
、
長
岡
市
、
上
越
市

申
し
込
み
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
７
月

12
日
（
火
）
〜
29
日
（
金
）
に
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ま
で
）
　
無
料

そ
の
他
　
▼
注
意
事
項
や
係
員
の
指
示

を
必
ず
守
り
、
事
故
の
な
い
よ
う
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
遊
泳
時
間
以
外
は
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
小
学
生
は
１
人
で
利
用
で
き
ま
す

が
、
幼
児
は
、
保
護
者
の
付
き
添
い
が

必
要
で
す
。

▼
お
む
つ
（
水
遊
び
用
含
む
）
を
付
け

て
い
る
幼
児
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
水
泳
帽
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
同
行

す
る
保
護
者
も
帽
子
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
浮
き
輪
や
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
は
使
用
不

可
で
す
。

ジ
（https://www.shoubo-shiken.

or.jp/
）
へ
。

　
書
面
の
場
合
は
７
月
15
日
（
金
）
〜

８
月
１
日
（
月
）
に
（
一
財
）
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
新
潟
県
支
部
（
☎

025

－

285

－

７
７
７
４
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
・
予

防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

※

試
験
案
内
な
ど
は
予
防
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で

す
。
心
理
、
教
育
、
福
祉
、
経
済
、
歴

史
、
文
学
、
情
報
、
自
然
科
学
な
ど
の

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

大
学
説
明
会
　
６
月
26
日
（
日
）
、
７

月
10
日
（
日
）
、
８
月
21
日
（
日
）
、

９
月
３
日
（
土
）
の
午
後
１
時
30
分
か
ら

会
　
場

放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

（
新
潟
市
中
央
区
旭
町
通
１
番
町
）

出
願
締
め
切
り
　
第
１
回
　
８
月
31
日

（
水
）
、
第
２
回
　
９
月
13
日
（
火
）

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

同
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎

025

－

228

－

２
６
５
１
）

危
険
物
取
扱

　
　
講
習
と
試
験

採
用
予
定
人
数
　
３
人
程
度

受
験
資
格
　
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す

る
（
取
得
見
込
み
）
人
で
、
令
和
５
年

３
月
に
短
大
、
専
門
学
校
以
上
を
卒
業

見
込
み
の
人
、
ま
た
は
第
二
新
卒
者
。

勤
務
施
設
　
平
成
園
、
第
二
平
成
園
、

第
三
平
成
園
の
い
ず
れ
か
。

給
与
等
　
職
歴
が
あ
る
場
合
、
経
験
年

数
が
換
算
さ
れ
基
本
給
を
決
定
。

　
定
期
昇
給
の
ほ
か
賞
与
や
、
扶
養
、

通
勤
、
住
宅
手
当
等
を
支
給
。

第
１
次
試
験
　
作
文
試
験

日
時
／
会
場

７
月
上
旬
／
第
二
平
成
園

※

第
２
次
試
験
（
面
接
試
験
）
は
７
月

下
旬
予
定
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
、
左
上
に
介
護
職
員
と

記
入
し
、
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
社

会
福
祉
法
人
加
茂
福
祉
会
（
第
二
平
成

園
内
☎
41

－

４
０
３
１
）
へ
。

加
茂
福
祉
会

  

介
護
職
員
募
集

子供プール
　　25 日オープン

問
い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

53

－

２
２
０
６
）
、
子
供
プ
ー
ル
（
☎

52

－

８
６
７
３
）

ホームページ

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
「
○
○
さ
ん
」

ちょっと気になる「○○さん」ちょっと気になる「○○さん」
　「
七
谷
山
荘
」
は
波
塚
隆
行

さ
ん
、
坂
井
康
幸
さ
ん
、
斉
藤

直
美
さ
ん
の
七
谷
在
住
の
３
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
始
ま
り

は
昨
年
（
令
和
３
年
）
の
七
谷

小
学
校
の
運
動
会
後
の
懇
親
会

で
、
七
谷
や
加
茂
に
つ
い
て
熱

く
語
っ
て
い
た
際
に
「
そ
ば
作

り
（
ソ
バ
活
）」
と
「
山
の
魅

力
発
信
（
山
活
）」
を
や
っ
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
七
谷
山
荘
の
ソ
バ
活
の
１
年
目
は
独

学
で
そ
ば
作
り
を
学
び
、
手
作
業
で
そ

ば
の
実
を
収
穫
。
そ
ば
打
ち
を
し
て
地

域
の
人
た
ち
へ
振
舞
っ
た
り
、
そ
ば

ク
ッ
キ
ー
作
り
を
楽
し
ん
だ
そ
う
で

す
。
２
年
目
の
今
年
は
、
８
月
か
ら
そ

ば
植
え
を
行
う
予
定
で
す
。

　
山
活
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
粟
ヶ
岳
や
薬
師
山

な
ど
七
谷
の
山
の
風
景
や
登
山
、
山
の

楽
し
み
方
な
ど
の
魅
力
を
発
信
す
る
活

動
で
す
。
山
や
雪
で
子
供
た
ち
が
楽
し

そ
う
に
遊
ん
で
い
る
様
子
な
ど
を
七
谷

山
荘
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
巷
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
人

に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
事
や
ま

ち
で
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
深
掘
り
す
る
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
５
回
目
は
、
七
谷
山
荘
の

み
な
さ
ん
で
す
。

七
谷
地
区
と
か
ら
ん
で
、

　
　
　
　と
に
か
く
楽
し
く

七
谷
地
区
と
か
ら
ん
で
、

　
　
　
　と
に
か
く
楽
し
く

七
谷
の
魅
力
発
信
拠
点

七
谷
の
魅
力
発
信
拠
点

　
最
近
の
動
き
と
し
て
は
、
冬
鳥
越
ス

会
の
名
前
の「
山
荘
」か
ら
、よ
く「
ど

の
辺
り
に
あ
り
ま
す
か
？
」
と
聞
か
れ

る
事
が
多
い
そ
う
で
す
が
、
実
際
に
は

今
そ
の
山
荘
が
あ
る
訳
で
は
な
く
、「
山

荘
を
開
く
」
の
は
目
標
の
一
つ
と
の
こ

と
。
た
だ
、そ
の
目
標
に
固
執
せ
ず
に
、

色
々
な
人
か
ら
お
声
が
け
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
対
し
て
、
地
域
の
人
と
楽
し

く
、
自
分
た
ち
の
や
れ
そ
う
な
も
の
を

お
手
伝
い
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
回
の
“七
谷
山
荘
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
”
開
設
を
１
つ
の
通
過
点

と
し
て
、七
谷
の
魅
力
や
「
楽
し
い
！
」

を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

「
七
谷
山
荘
」
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
場

所
を
活
用
し
て
い
く
の
か
、
今
か
ら
楽

し
み
で
す
ね
！

　
七
谷
山
荘
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
近
く
の
「
気
に
な
る
人
」
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
広
報
広
聴
係
　（
☎
内
線
327
）

七谷山荘
・七谷在住の３人で構成（取材当日はmachitokiの渡辺さんも
加わり、七谷の地域おこしについてインタビューしました）。
・メンバーの職業は全く異なりますが、それぞれが自分の持ち
味を生かし活動を行っています。

インスタグラム

You Tube

Machitoki
渡辺さん
Machitoki
渡辺さん

坂井さん坂井さん 波塚さん波塚さん

キ
ー
ガ
ー
デ
ン
隣
に
あ
る
小
屋
を
所
有

者
か
ら
貸
し
て
も
ら
い
、”

七
谷
山
荘

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ  

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
”
を

５
月
７
日
（
土
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
開
設
日
は
不
定
期
で
す
が
、
主
に

土
・
日
に
開
く
そ
う
で
す
。
こ
の
場
所

は
七
谷
山
荘
の
会
の
よ
う
な
特
定
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
あ
え
て
持
た
せ
ず
、「
七

谷
地
区
と
か
ら
ん
で
、
と
に
か
く
楽
し

く
」
活
動
す
る
場
所
と
し
て
開
設
し
ま

し
た
。
七
谷
地
区
の
人
た
ち
が
作
っ
た

地
場
の
野
菜
な
ど
の
販
売
を
お
手
伝
い

し
た
り
、
何
か
楽
し
い
こ
と
を
す
る
場

所
を
提
供
し
て
、
七
谷
を
市
内
外
へ
発

信
し
、
こ
の
地
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

「七谷山荘ＮＡＮＤＥＭＯ  ＨＯＵＳＥ」オープン！
　５月７日にオープンした「七谷
山荘ＮＡＮＤＥＭＯ ＨＯＵＳＥ」
には、ご夫婦や親子連れなど、多
くのお客様が訪れました。当日は
坂井さんが飼育したメダカ、七谷
で採れた山菜、絵本やキーホル
ダーなど様々な品物が店先に並び
ました。
○出店情報は七谷山荘インスタグラ
ムで発信しています。
○お問い合わせはインスタグラムの
メッセージにてお送りください。

山菜取り用に浴衣をリメ
イクしたもの（七谷山荘
Instagramより）
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
紹
介
、
な
ど ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　会場ボランティア
主な活動日　奇数月（年間６回）
活 動 場 所　市内のコミュニティセンター
問い合わせ　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
開
催
さ
れ
て
い

る
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
を
対

象
に
し
た
「
地
域
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
」

で
、
会
場
設
営
と
昼
食
会
を
盛
り
上
げ

る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ラ
ジ
オ
体
操
を

し
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
伴
奏
（
会

員
）
で
季
節
の
歌
、
思
い
出
の
歌
な
ど

を
合
唱
、
時
に
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

を
し
、
頭
と
身
体
を
ほ
ぐ
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
毎
回
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
思
い

で
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
暮
ら
し
の
皆
さ
ん
、
世
間
話
に

花
を
咲
か
せ
、
近
況
報
告
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

「
お
た
す
け
ク
ラ
ブ
」

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
・
啓
発
シ
ー
ル

　
７
月
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
回
収
が
始
ま
り
ま
す
。

　
月
１
回
の
回
収
日
を
指
定
し
た
カ
レ

ン
ダ
ー
を
各
世
帯
に
配
布

し
ま
し
た
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
確
認
可
）
。

　
分
別
を
し
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
ボ

ト
ル
か
ら
ボ
ト
ル
等
へ
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
く
た
め
、
分
別
ル
ー
ル
を
守
り
、

質
の
高
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回
収
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
な
お
、
今
ま
で
ど

お
り
市
内
６
箇
所
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

  

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
７
月
か
ら
開
始

し
た
」
を
貼
っ
て
、
収
集
せ
ず
に
残
置

す
る
こ
と
で
分
別
ル
ー
ル
の
徹
底
を
図

り
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
正
し
く
資
源
化
す

る
た
め
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

啓
発
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
た
ら

❶
自
身
が
出
し
た
袋
が
残
さ
れ
て
い
た

ら
、
一
旦
、
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

❷
シ
ー
ル
記
載
の
指
摘
を
確
認
し
、
あ

ら
た
め
て
出
し
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は

必
ず
「
収
集
で
き
ま
せ
ん
シ
ー
ル
」
を

は
が
し
て
く
だ
さ
い
。

※

拠
点
回
収
場
所
で
は
袋
か
ら
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
出
し
て
回
収
箱
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
第
１
期

分
の
納
期
限
は
６
月
30
日
（
木
）
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
土
地
の
売
買
な
ど
で
受
益
者

の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
「
受
益
者
変

更
申
告
書
」
を
、
ま
た
受
益
者
が
住
所

な
ど
を
変
更
し
た
と
き
は
「
受
益
者
住

所
変
更
申
告
書
」
を
上
下
水
道
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
入
に
便
利
な
口
座
振
替

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
納
入

に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
「
口

座
振
替
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
上
下
水
道
課

ま
た
は
市
内
の
各
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
各

支
店
、
郵
便
局
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
231
）

　
自
然
を
大
切
に
し
、
や
す
ら
ぎ
と
活

力
あ
る
町
づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
の
活
動
を
よ
り
活
発
に
す
る
た

め
、
会
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

活
動
内
容
　
加
茂
川
河
川
敷
・
駅
前
広

場
・
西
加
茂
地
内
国
道
403
号
線
花

壇
、
市
内
各
所
プ
ラ
ン
タ
ー
設
置
、
花

づ
く
り
講
習
、
シ
ク
ラ
メ
ン
販
売
、
小

中
学
校
・
団
体
へ
の
苗
・
肥
料
の
補
助

支
援
、
球
根
配
布
な
ど
。

申
し
込
み
　
７
月
29
日
（
金
）
ま
で
に

会
費
（
年
額
千
円
）
を
添
え
て
環
境
課

内
同
会
事
務
局
（
☎
内
線
251
）
へ
。

生ごみ堆肥化や減量化
生ゴミ処理容器 モニター募集

　バケツ型の生ごみ分解処理容器「コ
ンポスター」を使って生ごみ減量に取
り組むモニターを募集します。
　モニターにはコンポスター（返却不
用、１世帯２個まで）を渡しますので
アンケートにご協力をお願いします。
モニター期間　６カ月
※期間のうち、１カ月間の使用記録を
とり、期間終了後にアンケートを提出
してください。

■コンポスター
外寸:307×307×402㎜、容
量:15㍑、材質:プラスチッ
ク、積載荷重:18㎏
その他　市販の発酵促進
剤は自己負担。

申し込み・問い合わせ　環境課生活環
境係（☎内線252）

収
場
所
（
拠
点
回
収
場
所
）
で
は
、
い

つ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
啓
発
シ
ー
ル
で
ル
ー
ル
の
徹
底
を

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
あ
ら
か
じ
め
分
別

さ
れ
て
い
る
と
効
率
よ
く
リ
サ
イ
ク
ル

が
で
き
ま
す
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
回
収
で
は
分

別
ル
ー
ル
が
守

ら
れ
て
い
な
い

場
合
、
啓
発

シ
ー
ル
「
収
集

で
き
ま
せ
ん
で

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

　
　
　
１
期
分
は
30
日
ま
で

ホームページ

下記の理由により
収集できませんでした
キャップとラベルをとってください
中身が見える袋にしてください
中身が汚れています
　　でないものが入っています
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※持ち帰って確認してください。

ご協力をよろしくお願いいたします。　加茂市環境課

月

日

花
と
緑
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会

　
　
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

収
場
所
（
拠
点
回
収
場
所
）
で
は
、
い

収
場
所
（
拠
点
回
収
場
所
）
で
は
、
い
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子
供
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
・
危
険
物
取
扱
講
習
と
研
修

期
　
間
　
６
月
25
日
（
土
）
〜
８
月
31

日
（
水
）

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
と
雨
天
の
日

※

８
月
１
日
、
８
日
、
15
日
は
雨
天
の

日
を
除
き
開
館
。

使
用
料

高
校
生
以
上

100
円
、

小
・
中
学
生

50
円
、
幼
児
（
就
学
前

放
送
大
学

10
月
入
学
生
募
集

■
危
険
物
取
扱
者
試
験

乙
種
第
４
類
受
験
準
備
講
習

講
習
日
　
７
月
20
日
（
水
）
〜
21
日

（
木
）

会
　
場
　
燕
三
条
地
場
産
セ
ン
タ
ー

メ
ッ
セ
ピ
ア
（
三
条
市
須
頃
１
）

定
　
員

40
人

申
し
込
み
　
６
月
24
日
（
金
）
〜
７
月

８
日
（
金
）
に
新
潟
県
危
険
物
安
全
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

niigatakiankyo.sakura.ne.jp/

）
、

ま
た
は
、
消
防
署
に
あ
る
受
講
申
込
書

（
往
復
は
が
き
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
　
９
月
４
日
（
日
）

種
　
類
　
甲
種
、
乙
種
第
１
〜
６
類
、

丙
種

試
験
地
　
新
潟
市
、
長
岡
市
、
上
越
市

申
し
込
み
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
７
月

12
日
（
火
）
〜
29
日
（
金
）
に
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ま
で
）
　
無
料

そ
の
他
　
▼
注
意
事
項
や
係
員
の
指
示

を
必
ず
守
り
、
事
故
の
な
い
よ
う
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
遊
泳
時
間
以
外
は
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
小
学
生
は
１
人
で
利
用
で
き
ま
す

が
、
幼
児
は
、
保
護
者
の
付
き
添
い
が

必
要
で
す
。

▼
お
む
つ
（
水
遊
び
用
含
む
）
を
付
け

て
い
る
幼
児
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
水
泳
帽
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
同
行

す
る
保
護
者
も
帽
子
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
浮
き
輪
や
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
は
使
用
不

可
で
す
。

ジ
（https://www.shoubo-shiken.

or.jp/

）
へ
。

　
書
面
の
場
合
は
７
月
15
日
（
金
）
〜

８
月
１
日
（
月
）
に
（
一
財
）
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
新
潟
県
支
部
（
☎

025

－

285

－

７
７
７
４
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
・
予

防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

※

試
験
案
内
な
ど
は
予
防
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で

す
。
心
理
、
教
育
、
福
祉
、
経
済
、
歴

史
、
文
学
、
情
報
、
自
然
科
学
な
ど
の

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

大
学
説
明
会
　
６
月
26
日
（
日
）
、
７

月
10
日
（
日
）
、
８
月
21
日
（
日
）
、

９
月
３
日
（
土
）
の
午
後
１
時
30
分
か
ら

会
　
場

放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

（
新
潟
市
中
央
区
旭
町
通
１
番
町
）

出
願
締
め
切
り
　
第
１
回
　
８
月
31
日

（
水
）
、
第
２
回
　
９
月
13
日
（
火
）

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

同
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎

025

－

228

－

２
６
５
１
）

危
険
物
取
扱

　
　
講
習
と
試
験

採
用
予
定
人
数
　
３
人
程
度

受
験
資
格
　
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す

る
（
取
得
見
込
み
）
人
で
、
令
和
５
年

３
月
に
短
大
、
専
門
学
校
以
上
を
卒
業

見
込
み
の
人
、
ま
た
は
第
二
新
卒
者
。

勤
務
施
設
　
平
成
園
、
第
二
平
成
園
、

第
三
平
成
園
の
い
ず
れ
か
。

給
与
等
　
職
歴
が
あ
る
場
合
、
経
験
年

数
が
換
算
さ
れ
基
本
給
を
決
定
。

　
定
期
昇
給
の
ほ
か
賞
与
や
、
扶
養
、

通
勤
、
住
宅
手
当
等
を
支
給
。

第
１
次
試
験
　
作
文
試
験

日
時
／
会
場

７
月
上
旬
／
第
二
平
成
園

※

第
２
次
試
験
（
面
接
試
験
）
は
７
月

下
旬
予
定
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
、
左
上
に
介
護
職
員
と

記
入
し
、
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
社

会
福
祉
法
人
加
茂
福
祉
会
（
第
二
平
成

園
内
☎
41

－

４
０
３
１
）
へ
。

加
茂
福
祉
会

  

介
護
職
員
募
集

子供プール
　　25 日オープン

問
い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

53

－

２
２
０
６
）
、
子
供
プ
ー
ル
（
☎

52

－

８
６
７
３
）

ホームページ

介
護
職
員
募
集

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
「
○
○
さ
ん
」

ちょっと気になる「○○さん」ちょっと気になる「○○さん」
　「
七
谷
山
荘
」
は
波
塚
隆
行

さ
ん
、
坂
井
康
幸
さ
ん
、
斉
藤

直
美
さ
ん
の
七
谷
在
住
の
３
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
始
ま
り

は
昨
年
（
令
和
３
年
）
の
七
谷

小
学
校
の
運
動
会
後
の
懇
親
会

で
、
七
谷
や
加
茂
に
つ
い
て
熱

く
語
っ
て
い
た
際
に
「
そ
ば
作

り
（
ソ
バ
活
）」
と
「
山
の
魅

力
発
信
（
山
活
）」
を
や
っ
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
七
谷
山
荘
の
ソ
バ
活
の
１
年
目
は
独

学
で
そ
ば
作
り
を
学
び
、
手
作
業
で
そ

ば
の
実
を
収
穫
。
そ
ば
打
ち
を
し
て
地

域
の
人
た
ち
へ
振
舞
っ
た
り
、
そ
ば

ク
ッ
キ
ー
作
り
を
楽
し
ん
だ
そ
う
で

す
。
２
年
目
の
今
年
は
、
８
月
か
ら
そ

ば
植
え
を
行
う
予
定
で
す
。

　
山
活
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
粟
ヶ
岳
や
薬
師
山

な
ど
七
谷
の
山
の
風
景
や
登
山
、
山
の

楽
し
み
方
な
ど
の
魅
力
を
発
信
す
る
活

動
で
す
。
山
や
雪
で
子
供
た
ち
が
楽
し

そ
う
に
遊
ん
で
い
る
様
子
な
ど
を
七
谷

山
荘
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
巷
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
人

に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
事
や
ま

ち
で
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
深
掘
り
す
る
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
５
回
目
は
、
七
谷
山
荘
の

み
な
さ
ん
で
す
。

七
谷
地
区
と
か
ら
ん
で
、

　
　
　
　と
に
か
く
楽
し
く

七
谷
地
区
と
か
ら
ん
で
、

　
　
　
　と
に
か
く
楽
し
く

七
谷
の
魅
力
発
信
拠
点

七
谷
の
魅
力
発
信
拠
点

　
最
近
の
動
き
と
し
て
は
、
冬
鳥
越
ス

会
の
名
前
の「
山
荘
」か
ら
、よ
く「
ど

の
辺
り
に
あ
り
ま
す
か
？
」
と
聞
か
れ

る
事
が
多
い
そ
う
で
す
が
、
実
際
に
は

今
そ
の
山
荘
が
あ
る
訳
で
は
な
く
、「
山

荘
を
開
く
」
の
は
目
標
の
一
つ
と
の
こ

と
。
た
だ
、そ
の
目
標
に
固
執
せ
ず
に
、

色
々
な
人
か
ら
お
声
が
け
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
対
し
て
、
地
域
の
人
と
楽
し

く
、
自
分
た
ち
の
や
れ
そ
う
な
も
の
を

お
手
伝
い
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
回
の
“七
谷
山
荘
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
”
開
設
を
１
つ
の
通
過
点

と
し
て
、七
谷
の
魅
力
や
「
楽
し
い
！
」

を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

「
七
谷
山
荘
」
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
場

所
を
活
用
し
て
い
く
の
か
、
今
か
ら
楽

し
み
で
す
ね
！

　
七
谷
山
荘
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
近
く
の
「
気
に
な
る
人
」
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
広
報
広
聴
係
　（
☎
内
線
327
）

七谷山荘
・七谷在住の３人で構成（取材当日はmachitokiの渡辺さんも
加わり、七谷の地域おこしについてインタビューしました）。
・メンバーの職業は全く異なりますが、それぞれが自分の持ち
味を生かし活動を行っています。

インスタグラム

You Tube

Machitoki
渡辺さん
Machitoki
渡辺さん

坂井さん坂井さん 波塚さん波塚さん

キ
ー
ガ
ー
デ
ン
隣
に
あ
る
小
屋
を
所
有

者
か
ら
貸
し
て
も
ら
い
、”

七
谷
山
荘

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ  

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
”
を

５
月
７
日
（
土
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
開
設
日
は
不
定
期
で
す
が
、
主
に

土
・
日
に
開
く
そ
う
で
す
。
こ
の
場
所

は
七
谷
山
荘
の
会
の
よ
う
な
特
定
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
あ
え
て
持
た
せ
ず
、「
七

谷
地
区
と
か
ら
ん
で
、
と
に
か
く
楽
し

く
」
活
動
す
る
場
所
と
し
て
開
設
し
ま

し
た
。
七
谷
地
区
の
人
た
ち
が
作
っ
た

地
場
の
野
菜
な
ど
の
販
売
を
お
手
伝
い

し
た
り
、
何
か
楽
し
い
こ
と
を
す
る
場

所
を
提
供
し
て
、
七
谷
を
市
内
外
へ
発

信
し
、
こ
の
地
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

「七谷山荘ＮＡＮＤＥＭＯ  ＨＯＵＳＥ」オープン！
　５月７日にオープンした「七谷
山荘ＮＡＮＤＥＭＯ ＨＯＵＳＥ」
には、ご夫婦や親子連れなど、多
くのお客様が訪れました。当日は
坂井さんが飼育したメダカ、七谷
で採れた山菜、絵本やキーホル
ダーなど様々な品物が店先に並び
ました。
○出店情報は七谷山荘インスタグラ
ムで発信しています。
○お問い合わせはインスタグラムの
メッセージにてお送りください。

山菜取り用に浴衣をリメ
イクしたもの（七谷山荘
Instagramより）

広報かも　No.792　4．6．15　　 87　　 広報かも　No.792　4．6．15

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
紹
介
、
な
ど ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　会場ボランティア
主な活動日　奇数月（年間６回）
活 動 場 所　市内のコミュニティセンター
問い合わせ　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
開
催
さ
れ
て
い

る
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
を
対

象
に
し
た
「
地
域
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
」

で
、
会
場
設
営
と
昼
食
会
を
盛
り
上
げ

る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ラ
ジ
オ
体
操
を

し
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
伴
奏
（
会

員
）
で
季
節
の
歌
、
思
い
出
の
歌
な
ど

を
合
唱
、
時
に
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

を
し
、
頭
と
身
体
を
ほ
ぐ
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
毎
回
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
思
い

で
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
暮
ら
し
の
皆
さ
ん
、
世
間
話
に

花
を
咲
か
せ
、
近
況
報
告
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

「
お
た
す
け
ク
ラ
ブ
」

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
・
啓
発
シ
ー
ル

　
７
月
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
回
収
が
始
ま
り
ま
す
。

　
月
１
回
の
回
収
日
を
指
定
し
た
カ
レ

ン
ダ
ー
を
各
世
帯
に
配
布

し
ま
し
た
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
確
認
可
）
。

　
分
別
を
し
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
ボ

ト
ル
か
ら
ボ
ト
ル
等
へ
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
く
た
め
、
分
別
ル
ー
ル
を
守
り
、

質
の
高
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
回
収
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
な
お
、
今
ま
で
ど

お
り
市
内
６
箇
所
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

  

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
７
月
か
ら
開
始

し
た
」
を
貼
っ
て
、
収
集
せ
ず
に
残
置

す
る
こ
と
で
分
別
ル
ー
ル
の
徹
底
を
図

り
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
正
し
く
資
源
化
す

る
た
め
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

啓
発
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
た
ら

❶
自
身
が
出
し
た
袋
が
残
さ
れ
て
い
た

ら
、
一
旦
、
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

❷
シ
ー
ル
記
載
の
指
摘
を
確
認
し
、
あ

ら
た
め
て
出
し
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は

必
ず
「
収
集
で
き
ま
せ
ん
シ
ー
ル
」
を

は
が
し
て
く
だ
さ
い
。

※

拠
点
回
収
場
所
で
は
袋
か
ら
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
出
し
て
回
収
箱
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
第
１
期

分
の
納
期
限
は
６
月
30
日
（
木
）
で

す
。
忘
れ
ず
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
土
地
の
売
買
な
ど
で
受
益
者

の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
「
受
益
者
変

更
申
告
書
」
を
、
ま
た
受
益
者
が
住
所

な
ど
を
変
更
し
た
と
き
は
「
受
益
者
住

所
変
更
申
告
書
」
を
上
下
水
道
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
入
に
便
利
な
口
座
振
替

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
納
入

に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
「
口

座
振
替
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
上
下
水
道
課

ま
た
は
市
内
の
各
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
各

支
店
、
郵
便
局
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
231
）

　
自
然
を
大
切
に
し
、
や
す
ら
ぎ
と
活

力
あ
る
町
づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
の
活
動
を
よ
り
活
発
に
す
る
た

め
、
会
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

活
動
内
容
　
加
茂
川
河
川
敷
・
駅
前
広

場
・
西
加
茂
地
内
国
道
403
号
線
花

壇
、
市
内
各
所
プ
ラ
ン
タ
ー
設
置
、
花

づ
く
り
講
習
、
シ
ク
ラ
メ
ン
販
売
、
小

中
学
校
・
団
体
へ
の
苗
・
肥
料
の
補
助

支
援
、
球
根
配
布
な
ど
。

申
し
込
み
　
７
月
29
日
（
金
）
ま
で
に

会
費
（
年
額
千
円
）
を
添
え
て
環
境
課

内
同
会
事
務
局
（
☎
内
線
251
）
へ
。

生ごみ堆肥化や減量化
生ゴミ処理容器 モニター募集

　バケツ型の生ごみ分解処理容器「コ
ンポスター」を使って生ごみ減量に取
り組むモニターを募集します。
　モニターにはコンポスター（返却不
用、１世帯２個まで）を渡しますので
アンケートにご協力をお願いします。
モニター期間　６カ月
※期間のうち、１カ月間の使用記録を
とり、期間終了後にアンケートを提出
してください。

■コンポスター
外寸:307×307×402㎜、容
量:15㍑、材質:プラスチッ
ク、積載荷重:18㎏
その他　市販の発酵促進
剤は自己負担。

申し込み・問い合わせ　環境課生活環
境係（☎内線252）

収
場
所
（
拠
点
回
収
場
所
）
で
は
、
い

つ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
啓
発
シ
ー
ル
で
ル
ー
ル
の
徹
底
を

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
あ
ら
か
じ
め
分
別

さ
れ
て
い
る
と
効
率
よ
く
リ
サ
イ
ク
ル

が
で
き
ま
す
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
回
収
で
は
分

別
ル
ー
ル
が
守

ら
れ
て
い
な
い

場
合
、
啓
発

シ
ー
ル
「
収
集

で
き
ま
せ
ん
で

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

　
　
　
１
期
分
は
30
日
ま
で

ホームページ

下記の理由により
収集できませんでした
キャップとラベルをとってください
中身が見える袋にしてください
中身が汚れています
　　でないものが入っています
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
※持ち帰って確認してください。

ご協力をよろしくお願いいたします。　加茂市環境課

月

日

花
と
緑
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
会

　
　
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
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子
供
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
・
危
険
物
取
扱
講
習
と
研
修

期
　
間
　
６
月
25
日
（
土
）
〜
８
月
31

日
（
水
）

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
と
雨
天
の
日

※

８
月
１
日
、
８
日
、
15
日
は
雨
天
の

日
を
除
き
開
館
。

使
用
料

高
校
生
以
上

100
円
、

小
・
中
学
生

50
円
、
幼
児
（
就
学
前

放
送
大
学

10
月
入
学
生
募
集

■
危
険
物
取
扱
者
試
験

乙
種
第
４
類
受
験
準
備
講
習

講
習
日
　
７
月
20
日
（
水
）
〜
21
日

（
木
）

会
　
場
　
燕
三
条
地
場
産
セ
ン
タ
ー

メ
ッ
セ
ピ
ア
（
三
条
市
須
頃
１
）

定
　
員

40
人

申
し
込
み
　
６
月
24
日
（
金
）
〜
７
月

８
日
（
金
）
に
新
潟
県
危
険
物
安
全
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

niigatakiankyo.sakura.ne.jp/

）
、

ま
た
は
、
消
防
署
に
あ
る
受
講
申
込
書

（
往
復
は
が
き
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
　
９
月
４
日
（
日
）

種
　
類
　
甲
種
、
乙
種
第
１
〜
６
類
、

丙
種

試
験
地
　
新
潟
市
、
長
岡
市
、
上
越
市

申
し
込
み
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
７
月

12
日
（
火
）
〜
29
日
（
金
）
に
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ま
で
）
　
無
料

そ
の
他
　
▼
注
意
事
項
や
係
員
の
指
示

を
必
ず
守
り
、
事
故
の
な
い
よ
う
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
遊
泳
時
間
以
外
は
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
小
学
生
は
１
人
で
利
用
で
き
ま
す

が
、
幼
児
は
、
保
護
者
の
付
き
添
い
が

必
要
で
す
。

▼
お
む
つ
（
水
遊
び
用
含
む
）
を
付
け

て
い
る
幼
児
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
水
泳
帽
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
同
行

す
る
保
護
者
も
帽
子
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
浮
き
輪
や
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
は
使
用
不

可
で
す
。

ジ
（https://www.shoubo-shiken.

or.jp/
）
へ
。

　
書
面
の
場
合
は
７
月
15
日
（
金
）
〜

８
月
１
日
（
月
）
に
（
一
財
）
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
新
潟
県
支
部
（
☎

025

－

285

－

７
７
７
４
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
・
予

防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

※

試
験
案
内
な
ど
は
予
防
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で

す
。
心
理
、
教
育
、
福
祉
、
経
済
、
歴

史
、
文
学
、
情
報
、
自
然
科
学
な
ど
の

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

大
学
説
明
会
　
６
月
26
日
（
日
）
、
７

月
10
日
（
日
）
、
８
月
21
日
（
日
）
、

９
月
３
日
（
土
）
の
午
後
１
時
30
分
か
ら

会
　
場

放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

（
新
潟
市
中
央
区
旭
町
通
１
番
町
）

出
願
締
め
切
り
　
第
１
回
　
８
月
31
日

（
水
）
、
第
２
回
　
９
月
13
日
（
火
）

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

同
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎

025

－

228

－

２
６
５
１
）

危
険
物
取
扱

　
　
講
習
と
試
験

採
用
予
定
人
数
　
３
人
程
度

受
験
資
格
　
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す

る
（
取
得
見
込
み
）
人
で
、
令
和
５
年

３
月
に
短
大
、
専
門
学
校
以
上
を
卒
業

見
込
み
の
人
、
ま
た
は
第
二
新
卒
者
。

勤
務
施
設
　
平
成
園
、
第
二
平
成
園
、

第
三
平
成
園
の
い
ず
れ
か
。

給
与
等
　
職
歴
が
あ
る
場
合
、
経
験
年

数
が
換
算
さ
れ
基
本
給
を
決
定
。

　
定
期
昇
給
の
ほ
か
賞
与
や
、
扶
養
、

通
勤
、
住
宅
手
当
等
を
支
給
。

第
１
次
試
験
　
作
文
試
験

日
時
／
会
場

７
月
上
旬
／
第
二
平
成
園

※

第
２
次
試
験
（
面
接
試
験
）
は
７
月

下
旬
予
定
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
、
左
上
に
介
護
職
員
と

記
入
し
、
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
社

会
福
祉
法
人
加
茂
福
祉
会
（
第
二
平
成

園
内
☎
41

－

４
０
３
１
）
へ
。

加
茂
福
祉
会

  

介
護
職
員
募
集

子供プール
　　25 日オープン

問
い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

53

－

２
２
０
６
）
、
子
供
プ
ー
ル
（
☎

52

－

８
６
７
３
）

ホームページ

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
「
○
○
さ
ん
」

ちょっと気になる「○○さん」ちょっと気になる「○○さん」
　「
七
谷
山
荘
」
は
波
塚
隆
行

さ
ん
、
坂
井
康
幸
さ
ん
、
斉
藤

直
美
さ
ん
の
七
谷
在
住
の
３
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
始
ま
り

は
昨
年
（
令
和
３
年
）
の
七
谷

小
学
校
の
運
動
会
後
の
懇
親
会

で
、
七
谷
や
加
茂
に
つ
い
て
熱

く
語
っ
て
い
た
際
に
「
そ
ば
作

り
（
ソ
バ
活
）」
と
「
山
の
魅

力
発
信
（
山
活
）」
を
や
っ
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
七
谷
山
荘
の
ソ
バ
活
の
１
年
目
は
独

学
で
そ
ば
作
り
を
学
び
、
手
作
業
で
そ

ば
の
実
を
収
穫
。
そ
ば
打
ち
を
し
て
地

域
の
人
た
ち
へ
振
舞
っ
た
り
、
そ
ば

ク
ッ
キ
ー
作
り
を
楽
し
ん
だ
そ
う
で

す
。
２
年
目
の
今
年
は
、
８
月
か
ら
そ

ば
植
え
を
行
う
予
定
で
す
。

　
山
活
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
粟
ヶ
岳
や
薬
師
山

な
ど
七
谷
の
山
の
風
景
や
登
山
、
山
の

楽
し
み
方
な
ど
の
魅
力
を
発
信
す
る
活

動
で
す
。
山
や
雪
で
子
供
た
ち
が
楽
し

そ
う
に
遊
ん
で
い
る
様
子
な
ど
を
七
谷

山
荘
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
巷
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
人

に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
事
や
ま

ち
で
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
深
掘
り
す
る
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
５
回
目
は
、
七
谷
山
荘
の

み
な
さ
ん
で
す
。

七
谷
地
区
と
か
ら
ん
で
、

　
　
　
　と
に
か
く
楽
し
く

七
谷
地
区
と
か
ら
ん
で
、

　
　
　
　と
に
か
く
楽
し
く

七
谷
の
魅
力
発
信
拠
点

七
谷
の
魅
力
発
信
拠
点

　
最
近
の
動
き
と
し
て
は
、
冬
鳥
越
ス

会
の
名
前
の「
山
荘
」か
ら
、よ
く「
ど

の
辺
り
に
あ
り
ま
す
か
？
」
と
聞
か
れ

る
事
が
多
い
そ
う
で
す
が
、
実
際
に
は

今
そ
の
山
荘
が
あ
る
訳
で
は
な
く
、「
山

荘
を
開
く
」
の
は
目
標
の
一
つ
と
の
こ

と
。
た
だ
、そ
の
目
標
に
固
執
せ
ず
に
、

色
々
な
人
か
ら
お
声
が
け
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
対
し
て
、
地
域
の
人
と
楽
し

く
、
自
分
た
ち
の
や
れ
そ
う
な
も
の
を

お
手
伝
い
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
回
の
“七
谷
山
荘
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
”
開
設
を
１
つ
の
通
過
点

と
し
て
、七
谷
の
魅
力
や
「
楽
し
い
！
」

を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

「
七
谷
山
荘
」
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
場

所
を
活
用
し
て
い
く
の
か
、
今
か
ら
楽

し
み
で
す
ね
！

　
七
谷
山
荘
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
近
く
の
「
気
に
な
る
人
」
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
広
報
広
聴
係
　（
☎
内
線
327
）

七谷山荘
・七谷在住の３人で構成（取材当日はmachitokiの渡辺さんも
加わり、七谷の地域おこしについてインタビューしました）。
・メンバーの職業は全く異なりますが、それぞれが自分の持ち
味を生かし活動を行っています。

インスタグラム

You Tube

Machitoki
渡辺さん
Machitoki
渡辺さん

坂井さん坂井さん 波塚さん波塚さん

キ
ー
ガ
ー
デ
ン
隣
に
あ
る
小
屋
を
所
有

者
か
ら
貸
し
て
も
ら
い
、”

七
谷
山
荘

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ  

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
”
を

５
月
７
日
（
土
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
開
設
日
は
不
定
期
で
す
が
、
主
に

土
・
日
に
開
く
そ
う
で
す
。
こ
の
場
所

は
七
谷
山
荘
の
会
の
よ
う
な
特
定
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
あ
え
て
持
た
せ
ず
、「
七

谷
地
区
と
か
ら
ん
で
、
と
に
か
く
楽
し

く
」
活
動
す
る
場
所
と
し
て
開
設
し
ま

し
た
。
七
谷
地
区
の
人
た
ち
が
作
っ
た

地
場
の
野
菜
な
ど
の
販
売
を
お
手
伝
い

し
た
り
、
何
か
楽
し
い
こ
と
を
す
る
場

所
を
提
供
し
て
、
七
谷
を
市
内
外
へ
発

信
し
、
こ
の
地
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

「七谷山荘ＮＡＮＤＥＭＯ  ＨＯＵＳＥ」オープン！
　５月７日にオープンした「七谷
山荘ＮＡＮＤＥＭＯ ＨＯＵＳＥ」
には、ご夫婦や親子連れなど、多
くのお客様が訪れました。当日は
坂井さんが飼育したメダカ、七谷
で採れた山菜、絵本やキーホル
ダーなど様々な品物が店先に並び
ました。
○出店情報は七谷山荘インスタグラ
ムで発信しています。
○お問い合わせはインスタグラムの
メッセージにてお送りください。

山菜取り用に浴衣をリメ
イクしたもの（七谷山荘
Instagramより）
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消
費
生
活
情
報

加
茂
の
風
土
記
・
や
っ
て
み
よ
う
！
手
話

保
育
所
と
戦
争

　
米
英
と
開
戦
し
、
戦
線
が
拡
大
す
る

と
、
町
村
は
食
糧
・
燃
料
を
始
め
と
す

る
物
資
の
増
産
を
強
く
要
請
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
出
征
や
満
蒙
開
拓
・
勤

労
動
員
で
人
材
は
流
出
し
、
増
産
に
は

膨
大
な
人
手
と
時
間
を
要
し
ま
す
。
そ

こ
で
着
目
さ
れ
た
の
が
保
育
で
し
た
。

　
開
戦
前
に
加
茂
町
が
認
可
し
た
保
育

施
設
は
、
通
年
制
の
私
立
加
茂
保
育
園

（
神
明
町
）
と
、
農
繁
期
限
定
の
西
加

茂
季
節
保
育
所
（
加
茂
西
小
学
校
内
）

の
二
園
の
み
で
し
た
。昭
和
十
七
年（
一

九
四
二
）、
県
は
乳
幼
児
の
愛
護
を
掲

げ
、
季
節
保
育
所
を
よ
り
多
く
開
設
す

る
よ
う
町
村
へ
う
な
が
し
ま
す
（
新
潟

県
ほ
か
『
農
繁
期
の
共
同
作
業
と
共
同

炊
事
及
保
育
所
』）。
そ
の
ね
ら
い
は
、

労
働
力
の
確
保
と
増

産
体
制
の
確
立
に
あ

り
ま
し
た
。

　
県
は
、
以
下
の
方

針
を
示
し
て
い
ま

す
。①
保
育
は
日
の

出
か
ら
日
没
ま
で
を

理
想
と
し
、
少
な
く

と
も
十
時
間
は
確
保

す
る
。②
保
育
者
は

乳
児
な
ら
五
人
に
一
人
、
幼
児
な
ら
二

〇
人
に
一
人
が
よ
い
。③
送
迎
は
校
長

の
協
力
を
得
て
、国
民
学
校
（
小
学
校
）

高
学
年
の
女
生
徒
一
人
に
つ
き
二
、
三

人
分
担
さ
せ
る
の
も
よ
い
。
こ
の
方
針

に
従
い
、
十
八
年
秋
の
加
茂
町
の
季
節

保
育
所
は
九
か
所
に
増
え
た
ほ
か
、
非

公
認
の
施
設
も
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
十
八
年
二
月
、
加
茂
町
は
岡
ノ

町
の
横
山
タ
キ
を
模
範
で
あ
る
と
表
彰

し
ま
す
（「
加
茂
町
会
々
議
録
」
昭
和

18
・
２
・
８
）。
彼
女
は
自
宅
を
開
放
し
、

二
〇
人
も
の
幼
児
を
預
か
っ
て
い
ま
し

た
。
加
茂
町
の
中
心
部
に
は
、
葵
幼
稚

園
（
松
坂
町
）
以
外
に
幼
児
施
設
が
な

く
、
一
方
で
勤
労
者
は
長
時
間
労
働
の

共
働
き
で
、
増
産
に
は
家
庭
か
ら
育
児

を
切
り
離
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
表

彰
は
、
町
政
で
保
育
が
喫
緊
の
課
題
に

浮
上
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

表
彰
と
同
じ
十
八
年
二
月
、
加
茂
町

会
は
私
立
加
茂
保
育
園
か
ら
出
さ
れ
た

運
動
場
の
新
築
、
園
舎
の
改
造
な
ど
の

補
助
願
い
を
可
決
し
ま
す
。
町
会
へ
の

提
案
で
、
町
長
の
田
下
政
治
は
、
保
育

施
設
の
充
実
と
定
員
の
拡
大
が
労
働
力

不
足
の
解
消
に
資
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
実
情
は
こ
の
見
通
し
を
超

え
て
推
移
し
ま
し
た
。
昭
和
十
三
年
生

ま
れ
で
、
諏
訪
ノ
木
（
加
茂
新
田
）
の

堀
内
家
で
開
か
れ
た
季
節
保
育
所
へ

通
っ
た
個
人
は
、加
茂
高
等
女
学
校（
の

ち
加
茂
高
校
）
の
生
徒
に
世
話
さ
れ
た

体
験
を
語
っ
て
い
ま
す
（
新
栄
町
中

山
勇
氏
談
）。
増
産
体
制
に
は
際
限
の

な
い
人
材
の
補
充
が
必
要
で
、
そ
の
網

に
女
学
校
も
深
く
取
り
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
て
保
育
と
保
育
所
は
、

「
根
こ
そ
ぎ
動
員
」
と
呼
ば
れ
た
戦
争

遂
行
の
し
わ
寄
せ
の
果
て
に
普
及
し
て

い
き
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
中
澤
資
裕
）

今
回
の
手
話
：
か
み
な
り

　
両
手
の
親
指
と
人
差
し
指
を
つ
ま
ん

で
、
稲
妻
が
落
ち
る
よ
う
に
、
指
を
開

き
な
が
ら
ジ
グ
ザ
グ
に
、
素
早
く
お
ろ

し
ま
す
。

　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

表　加茂町の季節保育所
時季 場所（開設期間）
昭和15
年秋季 西加茂保育所（月日不詳、20日間）

昭和18
年春季

狭口保育所（5/25～6/10）・上条保育所
（5/25～6/12）・矢立保育所（5/25/～
6/9）・西加茂保育所（5/25～6/13）

昭和18
年秋季

小貫保育所・狭口保育所・八幡保育所・
上条保育所（各9／25～10／14）・矢立保
育所・石川保育所・西加茂保育所・西加茂
保育所川西支所（各9／20～10／9）西加茂
保育所山島支所（10／3～10／22）

「加茂町事務報告書」より作成

お
よ
び

ま
さ
じ

き
っ
き
ん

ま
ん
も
う

加 茂 市 公 式 L I N E
　市では、LINE公式アカ
ウントで情報発信をしてい
ます。広報やクマ情報、ご
みカレンダーなどを、ご自
分のスマホから見ることが
できます。ぜひ活用してみ
てくださいね♪
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子
供
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
・
危
険
物
取
扱
講
習
と
研
修

期
　
間
　
６
月
25
日
（
土
）
〜
８
月
31

日
（
水
）

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
と
雨
天
の
日

※

８
月
１
日
、
８
日
、
15
日
は
雨
天
の

日
を
除
き
開
館
。

使
用
料

高
校
生
以
上

100
円
、

小
・
中
学
生

50
円
、
幼
児
（
就
学
前

放
送
大
学

10
月
入
学
生
募
集

■
危
険
物
取
扱
者
試
験

乙
種
第
４
類
受
験
準
備
講
習

講
習
日
　
７
月
20
日
（
水
）
〜
21
日

（
木
）

会
　
場
　
燕
三
条
地
場
産
セ
ン
タ
ー

メ
ッ
セ
ピ
ア
（
三
条
市
須
頃
１
）

定
　
員

40
人

申
し
込
み
　
６
月
24
日
（
金
）
〜
７
月

８
日
（
金
）
に
新
潟
県
危
険
物
安
全
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

niigatakiankyo.sakura.ne.jp/

）
、

ま
た
は
、
消
防
署
に
あ
る
受
講
申
込
書

（
往
復
は
が
き
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
　
９
月
４
日
（
日
）

種
　
類
　
甲
種
、
乙
種
第
１
〜
６
類
、

丙
種

試
験
地
　
新
潟
市
、
長
岡
市
、
上
越
市

申
し
込
み
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
７
月

12
日
（
火
）
〜
29
日
（
金
）
に
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ま
で
）
　
無
料

そ
の
他
　
▼
注
意
事
項
や
係
員
の
指
示

を
必
ず
守
り
、
事
故
の
な
い
よ
う
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
遊
泳
時
間
以
外
は
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
小
学
生
は
１
人
で
利
用
で
き
ま
す

が
、
幼
児
は
、
保
護
者
の
付
き
添
い
が

必
要
で
す
。

▼
お
む
つ
（
水
遊
び
用
含
む
）
を
付
け

て
い
る
幼
児
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
水
泳
帽
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
同
行

す
る
保
護
者
も
帽
子
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
浮
き
輪
や
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
は
使
用
不

可
で
す
。

ジ
（https://www.shoubo-shiken.

or.jp/

）
へ
。

　
書
面
の
場
合
は
７
月
15
日
（
金
）
〜

８
月
１
日
（
月
）
に
（
一
財
）
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
新
潟
県
支
部
（
☎

025

－

285

－

７
７
７
４
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
・
予

防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

※

試
験
案
内
な
ど
は
予
防
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で

す
。
心
理
、
教
育
、
福
祉
、
経
済
、
歴

史
、
文
学
、
情
報
、
自
然
科
学
な
ど
の

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

大
学
説
明
会
　
６
月
26
日
（
日
）
、
７

月
10
日
（
日
）
、
８
月
21
日
（
日
）
、

９
月
３
日
（
土
）
の
午
後
１
時
30
分
か
ら

会
　
場

放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

（
新
潟
市
中
央
区
旭
町
通
１
番
町
）

出
願
締
め
切
り
　
第
１
回
　
８
月
31
日

（
水
）
、
第
２
回
　
９
月
13
日
（
火
）

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

同
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎

025

－

228

－

２
６
５
１
）

危
険
物
取
扱

　
　
講
習
と
試
験

採
用
予
定
人
数
　
３
人
程
度

受
験
資
格
　
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す

る
（
取
得
見
込
み
）
人
で
、
令
和
５
年

３
月
に
短
大
、
専
門
学
校
以
上
を
卒
業

見
込
み
の
人
、
ま
た
は
第
二
新
卒
者
。

勤
務
施
設
　
平
成
園
、
第
二
平
成
園
、

第
三
平
成
園
の
い
ず
れ
か
。

給
与
等
　
職
歴
が
あ
る
場
合
、
経
験
年

数
が
換
算
さ
れ
基
本
給
を
決
定
。

　
定
期
昇
給
の
ほ
か
賞
与
や
、
扶
養
、

通
勤
、
住
宅
手
当
等
を
支
給
。

第
１
次
試
験
　
作
文
試
験

日
時
／
会
場

７
月
上
旬
／
第
二
平
成
園

※

第
２
次
試
験
（
面
接
試
験
）
は
７
月

下
旬
予
定
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
市
販
の
履
歴

書
に
必
要
事
項
、
左
上
に
介
護
職
員
と

記
入
し
、
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
社

会
福
祉
法
人
加
茂
福
祉
会
（
第
二
平
成

園
内
☎
41

－

４
０
３
１
）
へ
。

加
茂
福
祉
会

  

介
護
職
員
募
集

子供プール
　　25 日オープン

問
い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

53

－

２
２
０
６
）
、
子
供
プ
ー
ル
（
☎

52

－

８
６
７
３
）

ホームページ

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
「
○
○
さ
ん
」

ちょっと気になる「○○さん」ちょっと気になる「○○さん」
　「
七
谷
山
荘
」
は
波
塚
隆
行

さ
ん
、
坂
井
康
幸
さ
ん
、
斉
藤

直
美
さ
ん
の
七
谷
在
住
の
３
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
始
ま
り

は
昨
年
（
令
和
３
年
）
の
七
谷

小
学
校
の
運
動
会
後
の
懇
親
会

で
、
七
谷
や
加
茂
に
つ
い
て
熱

く
語
っ
て
い
た
際
に
「
そ
ば
作

り
（
ソ
バ
活
）」
と
「
山
の
魅

力
発
信
（
山
活
）」
を
や
っ
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
七
谷
山
荘
の
ソ
バ
活
の
１
年
目
は
独

学
で
そ
ば
作
り
を
学
び
、
手
作
業
で
そ

ば
の
実
を
収
穫
。
そ
ば
打
ち
を
し
て
地

域
の
人
た
ち
へ
振
舞
っ
た
り
、
そ
ば

ク
ッ
キ
ー
作
り
を
楽
し
ん
だ
そ
う
で

す
。
２
年
目
の
今
年
は
、
８
月
か
ら
そ

ば
植
え
を
行
う
予
定
で
す
。

　
山
活
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
粟
ヶ
岳
や
薬
師
山

な
ど
七
谷
の
山
の
風
景
や
登
山
、
山
の

楽
し
み
方
な
ど
の
魅
力
を
発
信
す
る
活

動
で
す
。
山
や
雪
で
子
供
た
ち
が
楽
し

そ
う
に
遊
ん
で
い
る
様
子
な
ど
を
七
谷

山
荘
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
巷
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
人

に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
事
や
ま

ち
で
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
深
掘
り
す
る
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
５
回
目
は
、
七
谷
山
荘
の

み
な
さ
ん
で
す
。

七
谷
地
区
と
か
ら
ん
で
、

　
　
　
　と
に
か
く
楽
し
く

七
谷
地
区
と
か
ら
ん
で
、

　
　
　
　と
に
か
く
楽
し
く

七
谷
の
魅
力
発
信
拠
点

七
谷
の
魅
力
発
信
拠
点

　
最
近
の
動
き
と
し
て
は
、
冬
鳥
越
ス

会
の
名
前
の「
山
荘
」か
ら
、よ
く「
ど

の
辺
り
に
あ
り
ま
す
か
？
」
と
聞
か
れ

る
事
が
多
い
そ
う
で
す
が
、
実
際
に
は

今
そ
の
山
荘
が
あ
る
訳
で
は
な
く
、「
山

荘
を
開
く
」
の
は
目
標
の
一
つ
と
の
こ

と
。
た
だ
、そ
の
目
標
に
固
執
せ
ず
に
、

色
々
な
人
か
ら
お
声
が
け
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
対
し
て
、
地
域
の
人
と
楽
し

く
、
自
分
た
ち
の
や
れ
そ
う
な
も
の
を

お
手
伝
い
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
回
の
“七
谷
山
荘
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
”
開
設
を
１
つ
の
通
過
点

と
し
て
、七
谷
の
魅
力
や
「
楽
し
い
！
」

を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

「
七
谷
山
荘
」
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
場

所
を
活
用
し
て
い
く
の
か
、
今
か
ら
楽

し
み
で
す
ね
！

　
七
谷
山
荘
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
近
く
の
「
気
に
な
る
人
」
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
広
報
広
聴
係
　（
☎
内
線
327
）

七谷山荘
・七谷在住の３人で構成（取材当日はmachitokiの渡辺さんも
加わり、七谷の地域おこしについてインタビューしました）。
・メンバーの職業は全く異なりますが、それぞれが自分の持ち
味を生かし活動を行っています。

インスタグラム

You Tube

Machitoki
渡辺さん
Machitoki
渡辺さん

坂井さん坂井さん 波塚さん波塚さん

キ
ー
ガ
ー
デ
ン
隣
に
あ
る
小
屋
を
所
有

者
か
ら
貸
し
て
も
ら
い
、”

七
谷
山
荘

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ  

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
”
を

５
月
７
日
（
土
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
開
設
日
は
不
定
期
で
す
が
、
主
に

土
・
日
に
開
く
そ
う
で
す
。
こ
の
場
所

は
七
谷
山
荘
の
会
の
よ
う
な
特
定
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
あ
え
て
持
た
せ
ず
、「
七

谷
地
区
と
か
ら
ん
で
、
と
に
か
く
楽
し

く
」
活
動
す
る
場
所
と
し
て
開
設
し
ま

し
た
。
七
谷
地
区
の
人
た
ち
が
作
っ
た

地
場
の
野
菜
な
ど
の
販
売
を
お
手
伝
い

し
た
り
、
何
か
楽
し
い
こ
と
を
す
る
場

所
を
提
供
し
て
、
七
谷
を
市
内
外
へ
発

信
し
、
こ
の
地
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

「七谷山荘ＮＡＮＤＥＭＯ  ＨＯＵＳＥ」オープン！
　５月７日にオープンした「七谷
山荘ＮＡＮＤＥＭＯ ＨＯＵＳＥ」
には、ご夫婦や親子連れなど、多
くのお客様が訪れました。当日は
坂井さんが飼育したメダカ、七谷
で採れた山菜、絵本やキーホル
ダーなど様々な品物が店先に並び
ました。
○出店情報は七谷山荘インスタグラ
ムで発信しています。
○お問い合わせはインスタグラムの
メッセージにてお送りください。

山菜取り用に浴衣をリメ
イクしたもの（七谷山荘
Instagramより）
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カ
レ
ン
ダ
ー
・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾

市民憲章  第 2 条　（健康・安全） 強いからだと心をきたえ　明るく笑顔で暮らします

　マイナンバーカードの新規取得で5, 000円分、健康保険証としての利用申し込み
で7, 500円分、公金受取口座の登録で7, 500円分、最大20, 000円分のマイナポイント
がもらえます。マイナポイントを受け取るにはマイナンバーカード（９月
末までに申請したカードに限る）を申し込む必要があります。

　詳しくはホームページか、マイナンバー総合フリーダイヤル（☎0120－95－0178）へ。

22
㈬
仏滅

23
㈭
大安

24
㈮
赤口

25
㈯
先勝

26
㈰
友引

27
㈪
先負

28
㈫
仏滅

29
㈬
赤口

30
㈭
先勝

21
㈫
先負

2
㈯
先負

3
㈰
仏滅

4
㈪
大安

5
㈫
赤口

6
㈬
先勝
7
㈭
友引
8
㈮
先負

9
㈯
仏滅

10
㈰
大安

・休館（民俗資料館）

・休館（文化会館、温水プール）

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室３ 9：00～15：00

・休館（ＢＢＣ）

・シルバー人材センター入会説明会
　　　　　　　　ゆきつばき荘 9：30～11：30

・市民大学講座「木工業界の今」
　　　　　　　　産業センター　19：00～21：00
・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン、
　子供プール）

・司法書士無料法律相談（司法書士会三条支部
鈴木利益さん、前日までに☎47－1882へ要予約）
　　　　　　　市役所相談室１ 9：00～12：00
・子ども読書会　　市立図書館　14：00から

　休日当番医　わたなべ医院
 　　　　 ☎５３－３８５０ 9：00～17：00
・休館（民俗資料館）

　休日当番医　にのみや内科クリニック
 　　　　 ☎５７－０７７０ 9：00～17：00
・参議院議員選挙投票日
　　　　　　　　　　各投票所 7：00～20：00
・市長杯グラウンドゴルフ
　　リバーサイド加茂グラウンドゴルフコース
　　　　　　　　　　　　　　 9：00から
・市長杯ゲートボール
　　　　　　　　すぱーく加茂 9：00から
・総体　テニス（ダブルス）
　　　　　　　　　　　庭球場 9：00から

　休日当番医　吉田内科医院
 　　　　 ☎５７－７５１１ 9：00～17：00

・市民大学講座「今こそ基本に立ち返ろう！１か
　ら学ぶＳＤＧs」
　　　　　　　　産業センター　19：00～21：00
・休館（公民館・市民体育館、市立図書館、民俗
　資料館、各コミセン）

・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

・子供プールオープン（～８月31日）
　　　　　　　　　　　　　　　10：00～17：00

・休館（文化会館、温水プール）

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室３ 9：00～15：00

・休館（ＢＢＣ）

・補聴器相談   市役所相談室４　11：00～12：00
・休館（文化会館、温水プール）

・行政相談　　市役所相談室１　 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室３ 9：00～15：00
・休館（美人の湯）
・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（ＢＢＣ）

・市民大学講座「スマホやインターネットを安心
　安全に使うためには？」
　　　　　　　　産業センター　19：00～21：00
・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン、
　子供プール）

6月・7月

20
友引

6月

㈪

始まっています　マイナポイント第２弾

1
友引

7月

㈮

ホームページ

月 日 休日当番医 ☎
６／19（日）
26（日）

７／３（日）
10（日）
17（日）

小池内科消化器科クリニック５３－３３５５
吉田内科医院 ５７－７５１１
わたなべ医院 ５３－３８５０

中村医院 ５２－００９５
にのみや内科クリニック ５７－０７７０
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加
茂
の
風
土
記
・
や
っ
て
み
よ
う
！
手
話

保
育
所
と
戦
争

　
米
英
と
開
戦
し
、
戦
線
が
拡
大
す
る

と
、
町
村
は
食
糧
・
燃
料
を
始
め
と
す

る
物
資
の
増
産
を
強
く
要
請
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
出
征
や
満
蒙
開
拓
・
勤

労
動
員
で
人
材
は
流
出
し
、
増
産
に
は

膨
大
な
人
手
と
時
間
を
要
し
ま
す
。
そ

こ
で
着
目
さ
れ
た
の
が
保
育
で
し
た
。

　
開
戦
前
に
加
茂
町
が
認
可
し
た
保
育

施
設
は
、
通
年
制
の
私
立
加
茂
保
育
園

（
神
明
町
）
と
、
農
繁
期
限
定
の
西
加

茂
季
節
保
育
所
（
加
茂
西
小
学
校
内
）

の
二
園
の
み
で
し
た
。昭
和
十
七
年（
一

九
四
二
）、
県
は
乳
幼
児
の
愛
護
を
掲

げ
、
季
節
保
育
所
を
よ
り
多
く
開
設
す

る
よ
う
町
村
へ
う
な
が
し
ま
す
（
新
潟

県
ほ
か
『
農
繁
期
の
共
同
作
業
と
共
同

炊
事
及
保
育
所
』）。
そ
の
ね
ら
い
は
、

労
働
力
の
確
保
と
増

産
体
制
の
確
立
に
あ

り
ま
し
た
。

　
県
は
、
以
下
の
方

針
を
示
し
て
い
ま

す
。①
保
育
は
日
の

出
か
ら
日
没
ま
で
を

理
想
と
し
、
少
な
く

と
も
十
時
間
は
確
保

す
る
。②
保
育
者
は

乳
児
な
ら
五
人
に
一
人
、
幼
児
な
ら
二

〇
人
に
一
人
が
よ
い
。③
送
迎
は
校
長

の
協
力
を
得
て
、国
民
学
校
（
小
学
校
）

高
学
年
の
女
生
徒
一
人
に
つ
き
二
、
三

人
分
担
さ
せ
る
の
も
よ
い
。
こ
の
方
針

に
従
い
、
十
八
年
秋
の
加
茂
町
の
季
節

保
育
所
は
九
か
所
に
増
え
た
ほ
か
、
非

公
認
の
施
設
も
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
十
八
年
二
月
、
加
茂
町
は
岡
ノ

町
の
横
山
タ
キ
を
模
範
で
あ
る
と
表
彰

し
ま
す
（「
加
茂
町
会
々
議
録
」
昭
和

18
・
２
・
８
）。
彼
女
は
自
宅
を
開
放
し
、

二
〇
人
も
の
幼
児
を
預
か
っ
て
い
ま
し

た
。
加
茂
町
の
中
心
部
に
は
、
葵
幼
稚

園
（
松
坂
町
）
以
外
に
幼
児
施
設
が
な

く
、
一
方
で
勤
労
者
は
長
時
間
労
働
の

共
働
き
で
、
増
産
に
は
家
庭
か
ら
育
児

を
切
り
離
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
表

彰
は
、
町
政
で
保
育
が
喫
緊
の
課
題
に

浮
上
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

表
彰
と
同
じ
十
八
年
二
月
、
加
茂
町

会
は
私
立
加
茂
保
育
園
か
ら
出
さ
れ
た

運
動
場
の
新
築
、
園
舎
の
改
造
な
ど
の

補
助
願
い
を
可
決
し
ま
す
。
町
会
へ
の

提
案
で
、
町
長
の
田
下
政
治
は
、
保
育

施
設
の
充
実
と
定
員
の
拡
大
が
労
働
力

不
足
の
解
消
に
資
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
実
情
は
こ
の
見
通
し
を
超

え
て
推
移
し
ま
し
た
。
昭
和
十
三
年
生

ま
れ
で
、
諏
訪
ノ
木
（
加
茂
新
田
）
の

堀
内
家
で
開
か
れ
た
季
節
保
育
所
へ

通
っ
た
個
人
は
、加
茂
高
等
女
学
校（
の

ち
加
茂
高
校
）
の
生
徒
に
世
話
さ
れ
た

体
験
を
語
っ
て
い
ま
す
（
新
栄
町
中

山
勇
氏
談
）。
増
産
体
制
に
は
際
限
の

な
い
人
材
の
補
充
が
必
要
で
、
そ
の
網

に
女
学
校
も
深
く
取
り
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
て
保
育
と
保
育
所
は
、

「
根
こ
そ
ぎ
動
員
」
と
呼
ば
れ
た
戦
争

遂
行
の
し
わ
寄
せ
の
果
て
に
普
及
し
て

い
き
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
（
中
澤
資
裕
）

今
回
の
手
話
：
か
み
な
り

　
両
手
の
親
指
と
人
差
し
指
を
つ
ま
ん

で
、
稲
妻
が
落
ち
る
よ
う
に
、
指
を
開

き
な
が
ら
ジ
グ
ザ
グ
に
、
素
早
く
お
ろ

し
ま
す
。

　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

表　加茂町の季節保育所
時季 場所（開設期間）
昭和15
年秋季 西加茂保育所（月日不詳、20日間）

昭和18
年春季

狭口保育所（5/25～6/10）・上条保育所
（5/25～6/12）・矢立保育所（5/25/～
6/9）・西加茂保育所（5/25～6/13）

昭和18
年秋季

小貫保育所・狭口保育所・八幡保育所・
上条保育所（各9／25～10／14）・矢立保
育所・石川保育所・西加茂保育所・西加茂
保育所川西支所（各9／20～10／9）西加茂
保育所山島支所（10／3～10／22）

「加茂町事務報告書」より作成

お
よ
び

ま
さ
じ

き
っ
き
ん

ま
ん
も
う

加 茂 市 公 式 L I N E
　市では、LINE公式アカ
ウントで情報発信をしてい
ます。広報やクマ情報、ご
みカレンダーなどを、ご自
分のスマホから見ることが
できます。ぜひ活用してみ
てくださいね♪
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カ
レ
ン
ダ
ー
・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾

市民憲章  第 2 条　（健康・安全） 強いからだと心をきたえ　明るく笑顔で暮らします

　マイナンバーカードの新規取得で5, 000円分、健康保険証としての利用申し込み
で7, 500円分、公金受取口座の登録で7, 500円分、最大20, 000円分のマイナポイント
がもらえます。マイナポイントを受け取るにはマイナンバーカード（９月
末までに申請したカードに限る）を申し込む必要があります。

　詳しくはホームページか、マイナンバー総合フリーダイヤル（☎0120－95－0178）へ。

22
㈬
仏滅

23
㈭
大安

24
㈮
赤口

25
㈯
先勝

26
㈰
友引

27
㈪
先負

28
㈫
仏滅

29
㈬
赤口

30
㈭
先勝

21
㈫
先負

2
㈯
先負

3
㈰
仏滅

4
㈪
大安

5
㈫
赤口

6
㈬
先勝
7
㈭
友引
8
㈮
先負

9
㈯
仏滅

10
㈰
大安

・休館（民俗資料館）

・休館（文化会館、温水プール）

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室３ 9：00～15：00

・休館（ＢＢＣ）

・シルバー人材センター入会説明会
　　　　　　　　ゆきつばき荘 9：30～11：30

・市民大学講座「木工業界の今」
　　　　　　　　産業センター　19：00～21：00
・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン、
　子供プール）

・司法書士無料法律相談（司法書士会三条支部
鈴木利益さん、前日までに☎47－1882へ要予約）
　　　　　　　市役所相談室１ 9：00～12：00
・子ども読書会　　市立図書館　14：00から

　休日当番医　わたなべ医院
 　　　　 ☎５３－３８５０ 9：00～17：00
・休館（民俗資料館）

　休日当番医　にのみや内科クリニック
 　　　　 ☎５７－０７７０ 9：00～17：00
・参議院議員選挙投票日
　　　　　　　　　　各投票所 7：00～20：00
・市長杯グラウンドゴルフ
　　リバーサイド加茂グラウンドゴルフコース
　　　　　　　　　　　　　　 9：00から
・市長杯ゲートボール
　　　　　　　　すぱーく加茂 9：00から
・総体　テニス（ダブルス）
　　　　　　　　　　　庭球場 9：00から

　休日当番医　吉田内科医院
 　　　　 ☎５７－７５１１ 9：00～17：00

・市民大学講座「今こそ基本に立ち返ろう！１か
　ら学ぶＳＤＧs」
　　　　　　　　産業センター　19：00～21：00
・休館（公民館・市民体育館、市立図書館、民俗
　資料館、各コミセン）

・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

・子供プールオープン（～８月31日）
　　　　　　　　　　　　　　　10：00～17：00

・休館（文化会館、温水プール）

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室３ 9：00～15：00

・休館（ＢＢＣ）

・補聴器相談   市役所相談室４　11：00～12：00
・休館（文化会館、温水プール）

・行政相談　　市役所相談室１　 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室３ 9：00～15：00
・休館（美人の湯）
・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（ＢＢＣ）

・市民大学講座「スマホやインターネットを安心
　安全に使うためには？」
　　　　　　　　産業センター　19：00～21：00
・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン、
　子供プール）

6月・7月

20
友引

6月

㈪

始まっています　マイナポイント第２弾

1
友引

7月

㈮

ホームページ

月 日 休日当番医 ☎
６／19（日）
26（日）

７／３（日）
10（日）
17（日）

小池内科消化器科クリニック５３－３３５５
吉田内科医院 ５７－７５１１
わたなべ医院 ５３－３８５０

中村医院 ５２－００９５
にのみや内科クリニック ５７－０７７０
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加
茂
の
風
土
記
・
や
っ
て
み
よ
う
！
手
話

保
育
所
と
戦
争

　
米
英
と
開
戦
し
、
戦
線
が
拡
大
す
る

と
、
町
村
は
食
糧
・
燃
料
を
始
め
と
す

る
物
資
の
増
産
を
強
く
要
請
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
出
征
や
満
蒙
開
拓
・
勤

労
動
員
で
人
材
は
流
出
し
、
増
産
に
は

膨
大
な
人
手
と
時
間
を
要
し
ま
す
。
そ

こ
で
着
目
さ
れ
た
の
が
保
育
で
し
た
。

　
開
戦
前
に
加
茂
町
が
認
可
し
た
保
育

施
設
は
、
通
年
制
の
私
立
加
茂
保
育
園

（
神
明
町
）
と
、
農
繁
期
限
定
の
西
加

茂
季
節
保
育
所
（
加
茂
西
小
学
校
内
）

の
二
園
の
み
で
し
た
。昭
和
十
七
年（
一

九
四
二
）、
県
は
乳
幼
児
の
愛
護
を
掲

げ
、
季
節
保
育
所
を
よ
り
多
く
開
設
す

る
よ
う
町
村
へ
う
な
が
し
ま
す
（
新
潟

県
ほ
か
『
農
繁
期
の
共
同
作
業
と
共
同

炊
事
及
保
育
所
』）。
そ
の
ね
ら
い
は
、

労
働
力
の
確
保
と
増

産
体
制
の
確
立
に
あ

り
ま
し
た
。

　
県
は
、
以
下
の
方

針
を
示
し
て
い
ま

す
。①
保
育
は
日
の

出
か
ら
日
没
ま
で
を

理
想
と
し
、
少
な
く

と
も
十
時
間
は
確
保

す
る
。②
保
育
者
は

乳
児
な
ら
五
人
に
一
人
、
幼
児
な
ら
二

〇
人
に
一
人
が
よ
い
。③
送
迎
は
校
長

の
協
力
を
得
て
、国
民
学
校
（
小
学
校
）

高
学
年
の
女
生
徒
一
人
に
つ
き
二
、
三

人
分
担
さ
せ
る
の
も
よ
い
。
こ
の
方
針

に
従
い
、
十
八
年
秋
の
加
茂
町
の
季
節

保
育
所
は
九
か
所
に
増
え
た
ほ
か
、
非

公
認
の
施
設
も
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
十
八
年
二
月
、
加
茂
町
は
岡
ノ

町
の
横
山
タ
キ
を
模
範
で
あ
る
と
表
彰

し
ま
す
（「
加
茂
町
会
々
議
録
」
昭
和

18
・
２
・
８
）。
彼
女
は
自
宅
を
開
放
し
、

二
〇
人
も
の
幼
児
を
預
か
っ
て
い
ま
し

た
。
加
茂
町
の
中
心
部
に
は
、
葵
幼
稚

園
（
松
坂
町
）
以
外
に
幼
児
施
設
が
な

く
、
一
方
で
勤
労
者
は
長
時
間
労
働
の

共
働
き
で
、
増
産
に
は
家
庭
か
ら
育
児

を
切
り
離
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
表

彰
は
、
町
政
で
保
育
が
喫
緊
の
課
題
に

浮
上
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

表
彰
と
同
じ
十
八
年
二
月
、
加
茂
町

会
は
私
立
加
茂
保
育
園
か
ら
出
さ
れ
た

運
動
場
の
新
築
、
園
舎
の
改
造
な
ど
の

補
助
願
い
を
可
決
し
ま
す
。
町
会
へ
の

提
案
で
、
町
長
の
田
下
政
治
は
、
保
育

施
設
の
充
実
と
定
員
の
拡
大
が
労
働
力

不
足
の
解
消
に
資
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
実
情
は
こ
の
見
通
し
を
超

え
て
推
移
し
ま
し
た
。
昭
和
十
三
年
生

ま
れ
で
、
諏
訪
ノ
木
（
加
茂
新
田
）
の

堀
内
家
で
開
か
れ
た
季
節
保
育
所
へ

通
っ
た
個
人
は
、加
茂
高
等
女
学
校（
の

ち
加
茂
高
校
）
の
生
徒
に
世
話
さ
れ
た

体
験
を
語
っ
て
い
ま
す
（
新
栄
町
中

山
勇
氏
談
）。
増
産
体
制
に
は
際
限
の

な
い
人
材
の
補
充
が
必
要
で
、
そ
の
網

に
女
学
校
も
深
く
取
り
込
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
て
保
育
と
保
育
所
は
、

「
根
こ
そ
ぎ
動
員
」
と
呼
ば
れ
た
戦
争

遂
行
の
し
わ
寄
せ
の
果
て
に
普
及
し
て

い
き
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
中
澤
資
裕
）

今
回
の
手
話
：
か
み
な
り

　
両
手
の
親
指
と
人
差
し
指
を
つ
ま
ん

で
、
稲
妻
が
落
ち
る
よ
う
に
、
指
を
開

き
な
が
ら
ジ
グ
ザ
グ
に
、
素
早
く
お
ろ

し
ま
す
。

　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

表　加茂町の季節保育所
時季 場所（開設期間）
昭和15
年秋季 西加茂保育所（月日不詳、20日間）

昭和18
年春季

狭口保育所（5/25～6/10）・上条保育所
（5/25～6/12）・矢立保育所（5/25/～
6/9）・西加茂保育所（5/25～6/13）

昭和18
年秋季

小貫保育所・狭口保育所・八幡保育所・
上条保育所（各9／25～10／14）・矢立保
育所・石川保育所・西加茂保育所・西加茂
保育所川西支所（各9／20～10／9）西加茂
保育所山島支所（10／3～10／22）

「加茂町事務報告書」より作成

お
よ
び

ま
さ
じ

き
っ
き
ん

ま
ん
も
う

加 茂 市 公 式 L I N E
　市では、LINE公式アカ
ウントで情報発信をしてい
ます。広報やクマ情報、ご
みカレンダーなどを、ご自
分のスマホから見ることが
できます。ぜひ活用してみ
てくださいね♪
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●
編
集
・
発
行
　
加
茂
市
役
所
総
務
課
広
報
広
聴
係

●
印
刷
　
㈱
小
野
塚
印
刷
所

人口のうごき　6月1日現在 世帯　10,140 (-2) 人口　25,324  (-37)　
男　12,354  (-10)　女　12,970  (-27)　（　）内は前月比
（5月異動分）出生6 (男4 女2)　死亡33 (男 14 女 19)　転出39　転入29

【有料広告】

第
42
回
全
日
本
学
童
軟

式
野
球
大
会
中
越
大
会

予
選
会

期
　
日
　
４
月
29
日
・
30
日

会
　
場
　
七
谷
野
球
場

優
　
勝
　
田
上
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　
　
　
　（
田
上
町
）

準
優
勝
　
ラ
イ
ジ
ン
グ
加
茂

　
　
　
　（
加
茂
市
）

期
　
日
　
４
月
29
日

会
　
場
　
七
谷
野
球
場

優
　
勝
　
加
茂
・
葵
・
七
谷
中
学
校

準
優
勝
　
田
上
中
学
校

　
　
　
　（
田
上
町
）

第
74
回
加
茂
市
少
年
野
球
大
会

還付金詐欺被害が発生！還付金詐欺被害が発生！
加茂市内で特殊詐欺被害が発生しました

今後も同様の事案が発生する可能性があります

内容
○加茂市保健課職員を名乗る男から電話がかかり､
　「税金の払いすぎでお金を還付します。ATM に
行って指示どおりにすれば 2 万円戻ってきま
　す。」という内容を伝えられる。
○被害者は市内銀行 ATM に向かい、犯人に電話
　して言葉巧みに犯人から ATM の操作を指示さ
　れ、実際に約 170 万円を振り込んだ。

　市職員・警察官・銀行員などが、市民の皆様へ電話で ATM の操作をお願いすることは
ありません。
　上記のような電話があった場合は、まず警察署（加茂警察署 52-0110）へご連絡をお
願いします。

詐欺疑いの電話に関する報告・相談
加茂警察署　電話番号：0256-52-0110




